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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

(1) 連結経営指標等

 

回次 第71期 第72期 第73期 第74期 第75期

決算年月 2020年３月 2021年３月 2022年３月 2023年３月 2024年３月

売上高 (百万円) 36,494 31,689 26,660 30,121 26,083

経常利益 (百万円) 1,562 1,013 739 1,833 210

親会社株主に帰属する当期
純利益

(百万円) 1,123 651 355 1,325 75

包括利益 (百万円) 1,120 654 358 1,318 64

純資産額 (百万円) 14,019 14,396 14,554 15,573 15,245

総資産額 (百万円) 28,488 25,199 25,837 26,781 26,297

１株当たり純資産額 (円) 904.03 928.06 938.05 1,017.41 995.30

１株当たり当期純利益 (円) 72.43 42.02 22.92 85.68 4.90

潜在株式調整後１株当たり
当期純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 49.2 57.1 56.3 58.2 58.0

自己資本利益率 (％) 8.3 4.6 2.5 8.8 0.5

株価収益率 (倍) 4.5 10.7 20.2 5.7 162.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 347 194 1,319 2,907 2,007

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △169 △109 △584 △21 △97

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 233 △357 △230 △601 △367

現金及び現金同等物
の期末残高

(百万円) 9,797 9,524 10,029 12,314 13,856

従業員数 (名) 471 475 477 450 460
 

(注) １　潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

    ２　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第73期の期首から適用してお

り、第73期以降に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の指標等となっておりま

す。
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(2) 提出会社の経営指標等

 

回次 第71期 第72期 第73期 第74期 第75期

決算年月 2020年３月 2021年３月 2022年３月 2023年３月 2024年３月

売上高 (百万円) 30,604 26,636 21,598 25,290 19,017

経常利益又は
経常損失（△）

(百万円) 1,236 779 452 1,611 △75

当期純利益又は
当期純損失（△）

(百万円) 987 540 198 1,226 △97

資本金 (百万円) 1,886 1,886 1,886 1,886 1,886

発行済株式総数 (千株) 15,521 15,521 15,521 15,521 15,521

純資産額 (百万円) 12,295 12,561 12,563 13,482 12,981

総資産額 (百万円) 25,344 22,388 22,471 23,811 22,062

１株当たり純資産額 (円) 792.89 809.79 809.71 880.82 847.51

１株当たり配当額
(内１株当たり中間配当額)

(円)

(円)

18.00 13.00 13.00 26.00 26.00

(―) (―) (―) (―) (―)

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失
（△）

(円) 63.67 34.85 12.82 79.24 △6.39

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 48.5 56.1 55.9 56.6 58.8

自己資本利益率 (％) 8.3 4.4 1.6 9.4 △0.7

株価収益率 (倍) 5.1 12.9 36.0 6.2 ―

配当性向 (％) 28.3 37.3 101.4 32.8 ―

従業員数 (名) 375 382 384 358 372

株主総利回り
(比較指標：TOPIX(配当込
み))

(％) 88.9 123.8 130.7 144.7 231.0

(％) (90.5) (128.6) (131.2) (138.8) (196.2)

最高株価 (円) 495 473 498 539 799

最低株価 (円) 250 312 421 393 436
 

(注) １　潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

２　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第73期の期首から適用してお

り、第73期以降に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の指標等となっておりま

す。

３　第75期の株価収益率と配当性向については、１株当たり当期純損失であるため記載しておりません。

４　最高・最低株価は、2022年４月３日以前は東京証券取引所市場第一部におけるものであり、2022年４月４日

以降は東京証券取引所スタンダード市場におけるものであります。

５　第71期の１株当たり配当額18円には、創業100年記念配当５円を含んでおります。
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２ 【沿革】

当社の創業は、1920年３月、佐田徳蔵が前橋市に土木請負業及び建設材料販売を業とする佐田組を起こしたことに

始まり、佐田一郎から佐田武夫、市ヶ谷隆信、荒木徹、土屋三幸と社長が引継がれ、2024年６月より、現社長星野克

行が就任し、今日に至っております。

1949年10月に資本金２百万円の佐田建設株式会社を設立し、2024年３月時点資本金は18億８千６百万円となってお

ります。

設立後の主な変遷は次のとおりであります。

1949年10月 東京支店開設

1949年12月 建設業法により建設大臣登録

1960年９月 埼玉支店開設

1962年８月 東京証券取引所市場第二部上場

1962年９月 本社所在地変更(新所在地　前橋市北曲輪町71番地)

1966年10月 大阪支店開設

1971年３月 本社所在地変更(新所在地　前橋市元総社町一丁目１番地の７)

1973年11月 東京証券取引所市場第一部上場（2022年４月４日に東京証券取引所の市場区分の見直し

により市場第一部からスタンダード市場へ移行しております）

1974年３月 建設業法の改正により特定建設業者として建設大臣許可(特－48)第3567号、一般建設業

者として建設大臣許可(般－48)第3567号の許可を受けております。

1975年７月 宅地建物取引業法により宅地建物取引業者として建設大臣免許(1)第2111号の免許を受け

ております。（免許換えを行い群馬県知事免許(3)第7067号となっております）

1982年７月 宇都宮出張所を宇都宮支店に改称

1987年５月 ㈱リフォーム群馬設立

1987年５月 ㈱リフォーム埼玉設立(彩光建設㈱に改称)

1989年４月 水戸支店開設

1993年７月 佐田道路㈱設立

2000年12月 埼玉支店と関東支店を統合し、さいたま支店に改称（関東支店閉鎖）

2001年３月 前橋機材センターと桶川機材センターを統合（桶川機材センター閉鎖）

2004年３月 栃木支店開設（宇都宮支店閉鎖）、茨城支店開設（水戸支店閉鎖）

2004年10月 佐田道路㈱、㈱島田組、㈱リフォーム群馬、彩光建設㈱、㈱前橋機材センターの５社を

連結子会社としております。

2020年３月 創業100周年を迎える。

2022年４月 東京証券取引所の市場区分の見直しにより、東京証券取引所市場第一部からスタンダー

ド市場に移行。

2023年４月 連結子会社である株式会社前橋機材センターを吸収合併。
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３ 【事業の内容】

当社グループは、当社及び連結子会社４社で構成され、建設事業（土木関連セグメント・建築関連セグメント）を

主な内容とした事業活動を展開しております。

当社グループの事業に係わる位置付けは次のとおりであります。

 

建設事業

当社グループは建設工事の受注・施工及びアスファルト合材等の販売・建設資機材の賃貸事業等を行っておりま

す。

 

《事業の系統図》

 

 

(注)１．2023年４月１日付で当社を吸収合併存続会社、株式会社前橋機材センターを吸収合併消滅会社とする吸収合

併を行っております。
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４ 【関係会社の状況】
 

名称 住所
資本金
(百万円)

主要な事業
の内容

議決権の
所有(被所有)割合

関係内容
所有割合
(％)

被所有割合
(％)

(連結子会社)       

佐田道路㈱ 群馬県前橋市 50 土木関連 100.00 ―
建設工事の受注並びに施工協力を
しております。
役員の兼任　１名

㈱島田組 群馬県桐生市 60
建築関連・
土木関連

100.00 ―
建設工事の受注並びに施工協力を
しております。
役員の兼任　１名

㈱リフォーム群馬 群馬県前橋市 20 建築関連 100.00 ―
建設工事の受注並びに施工協力を
しております。
役員の兼任　１名

彩光建設㈱
埼玉県さいたま市
大宮区

20
建築関連・
土木関連

100.00 ―
建設工事の受注並びに施工協力を
しております。
役員の兼任　１名

 

(注)１．「主要な事業の内容」欄には、セグメント情報に記載された名称を記載しております。

２．2023年４月１日付で当社を吸収合併存続会社、株式会社前橋機材センターを吸収合併消滅会社とする吸収合

併を行っております。

５ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

2024年３月31日現在

セグメントの名称 従業員数(人)

土木関連 148

建築関連 182

兼業事業 10

全社共通 120

合計 460
 

(注)　１　従業員数は、当社グループから他社への出向者を除き、他社からの出向者を含む就業人員であります。

２　当社及び連結子会社は、単一事業分野において営業を行っているため、小分類である土木関連・建築関連

及び兼業事業に区分して記載しております。

 

(2) 提出会社の状況

従業員数、平均年齢、平均勤続年数及び平均年間給与

2024年３月31日現在

従業員数(人) 平均年齢(歳) 平均勤続年数(年) 平均年間給与(千円)

372 46.1 21.9 6,401
 

 

セグメントの名称 従業員数(人)

土木関連 115

建築関連 152

兼業事業 4

全社共通 101

合計 372
 

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社からの出向者を含む就業人員であります。

２　平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

３　当社は、単一事業分野において営業を行っているため、小分類である土木関連・建築関連及び兼業事業に区

分して記載しております。

４　連結子会社でありました株式会社前橋機材センターを吸収合併したことから、人員が増加しております。

 

(3)　労働組合の状況

労働組合は結成されておりません。また、労使関係についても特に記載すべき事項はありません。

 
(4)　管理職に占める女性労働者の割合、男性労働者の育児休業取得率及び労働者の男女の賃金の差異の状況

　①　提出会社
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当事業年度

補足説明

管理職に
占める

女性労働者
の割合(％)

(注1)

男性労働者の
育児休業
取得率(％)

(注2)

労働者の男女の
賃金の差異(％)(注1)

全労働者
正規雇用
労働者

非正規雇用
労働者

（短時間労働
者・有期労働

者）

1.3 20.0 61.9 68.3 43.3

　正規雇用労働者は平均年齢差
（女性34.1歳・男性47.7歳）が
13.6歳あり、課長職以上の役職者
は女性が少ない、技術者手当が支
給される労働者は男性の方が多
い。
　非正規雇用労働者は相対的に賃
金水準の高い定年継続雇用者は男
性が多い。

 

(注) １　「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（平成27年法律第64号）の規定に基づき算出したもの

であります。

２　「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律」（平成３年法律第76号）の規

定に基づき、「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律施行規則」（平成

３年労働省令第25号）第71条の４第１号における育児休業等の取得割合を算出したものであります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

文中における将来に関する事項については、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものであり

ます。

 

(1) 会社の経営の基本方針

当社グループは、

◇ 建設事業に特化し、豊かな地域社会の実現に貢献する。

◇ 公明公正を旨として経営する。

◇ 企業改革を持続的に実行する。

を経営理念とし、建設事業を通じて企業価値の向上を図ると共に、安全性に配慮して、技術と創意工夫をもって顧

客ニーズに応え、地域の基幹産業としての役割を果たしてまいります。

 

(2) 中長期的な経営戦略

当社は、新たな１００年後の未来に向け、「満足」を越えて「感動」をお届けする企業として、時代の変化に対

応し更なる事業の発展と継続ができるよう、直近の経営環境を踏まえた事業拡大と未来への投資を目的とした「中

期経営計画（2022.4～2025.3）」を策定しました。

今後、中期経営計画の確実な遂行に最大限の努力を行ってまいります。　

 
　『主要なビジョン』

　　①安定的な受注と適正利益の確保

　　　１.重点取組案件の明確化

　　　２.市場戦略の見直し

　　　３.計画達成のための組織の再編

　　　４.施工体制の再構築・営工連携の徹底

　　　５.アフターフォロー市場への対応

　　　６.グループ企業の収益力向上

 
　　②サスティナビリティ経営の推進

　　　１.ＥＳＧ経営の実践

　　　２.人材の確保と育成

　　　３.ＤＸの推進

　　　４.働き方改革の推進

　　　５.コーポレートガバナンスの強化

 
当社グループは2025年３月期を最終期とする「中期経営計画（2022.4～2025.3）」を策定しております。

 
　〔連結　中期経営計画・実績・業績予想〕　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 
2023/3期

中期経営計画
2023/3期実績

2024/3期
中期経営計画

2024/3期実績
2025/3期

中期経営計画

売上高 31,330 30,121 32,440 26,083 33,250

営業利益 1,030 1,823 1,180 200 1,270

経常利益 1,030 1,833 1,180 210 1,270

親会社株主に帰属す
る当期純利益

710 1,325 790 75 860

受注高 32,730 24,689 33,740 35,709 34,750
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　〔個別　中期経営計画・実績・業績予想〕　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 
2023/3期

中期経営計画
2023/3期実績

2024/3期
中期経営計画

2024/3期実績
2025/3期

中期経営計画

売上高 26,350 25,290 27,530 19,017 28,230

営業利益 660 1,499 900 △169 940

経常利益 760 1,611 1,000 △75 1,040

当期純利益 550 1,226 710 △97 750

受注高 28,420 20,005 29,430 26,169 30,430
 

(注) １　上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。

 
(3) 経営環境及び会社の対処すべき課題

今後の見通しにつきましては、アフターコロナ期への移行が進む中で、社会経済活動も緩やかに持ち直しが予想

されますが、長期化するロシア・ウクライナ情勢に加えて中東情勢も緊迫化するなど不安定な状況が継続していま

す。それに加えて外国為替市場における円安基調の強まりの影響もあり資源価格・原材料価格の高騰が続き、先行

き不透明感が増しております。

建設業界におきましては、安定的な公共投資、回復傾向にある民間設備投資によって増加基調にあります。しか

し供給面においては、建設資材の価格高騰や労務需給の逼迫、建設業の時間外労働上限規制への対応等の影響もあ

り、厳しい事業環境が続くものと予測されます。

 
こうした状況下、当社グループは「安定的な受注と適正利益の確保」、「サスティナビリティ経営の推進」、

「ネクストステージ目標への挑戦」を基本方針とする『中期経営計画(2022.4～2025.3)』を策定し、「受注施策の

改善」・「生産性向上への改革」・「技術職員の確保と育成」・「ＤＸへの取組み」と女性活躍促進のため「女性

技術職の採用」や「働きやすい職場環境作り」等を強力に推進してまいります。

また、従来から取組んでおりますＳＤＧｓへの行動を本年度は可視化させ、中でも世界規模の課題でもある脱炭

素社会に向けた企業活動を「最重要課題」として実践してまいります。

新たな１００年後の未来に向け、「満足」を越えて「感動」をお届けする企業として、今まで以上に地域社会の

発展に貢献できる企業として、これからも誠心誠意業務に邁進いたす所存です。

 
また、資本コストや株価を意識した経営の実現に向けて、会社の持続的成長と中長期的な企業価値向上を図るべ

く、「今後の取組みの方向性と重点取組み項目」を策定しました。

 
＝配当方針＝

 基本方針 ： 利益配分につきましては、業績に応じた利益還元に重点を置き、一定の内部留保により経営

　　　　　　 環境の変化にも十分対処できる適切な財務体質を構築します。

 配当性向 ： 50％以上とし、下限配当額を１株26円とします。

 適用期間 ： 本方針は、現行の中期経営計画期間（2025年3月期まで)において適用します。

            本方針を踏まえ、新たな成長戦略に基づき次期中期経営計画を策定してまいります。
 

＝経営指標目標＝

 ＲＯＥ　　　　８％以上

 ＰＢＲ　　　　１倍
 

 
詳細につきましては、2024年２月５日公表の「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について」

をご参照ください。
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２ 【サステナビリティに関する考え方及び取組】

　当社グループのサステナビリティに関する考え方及び取組は、次のとおりであります。

　なお、文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものであります。

　ＳＤＧｓの取組については、弊社ウェブサイト　ＳＤＧｓ（https://www.sata.co.jp/sdgs）をご参照ください。

 
(1) ガバナンス

当社グループでは、持続可能性の観点から企業価値を向上させるため、サステナビリティ推進体制を強化してお

り、社長がサステナビリティ課題に関する経営判断の最終責任を有しております。

ガバナンスに関する詳細な情報については、弊社ウェブサイト　コーポレートガバナンス基本方針

（https://www.sata.co.jp/company/governance）をご参照ください。

 
(2) 戦略

当社グループは、中期経営計画（2022.4～2025.3）において、サスティナビリティ経営の推進のため、以下の方

針を掲げております。

１.ＥＳＧ経営の実践

２.人材の確保と育成

３.ＤＸの推進

４.働き方改革の推進

５.コーポレートガバナンスの強化

 
(2)-1 人材の育成及び社内環境整備に関する方針、戦略

当社グループにおける、人材の多様性の確保を含む人材の育成に関する方針及び社内環境整備に関する方針は

以下のとおりであります。

①ダイバーシティの実現

１．65才定年制への移行

２.給与体系・確定拠出年金の再設計に着手

３.技術系職員の継続採用

②社員教育・研修制度の整備

１.新入社員教育の全面改訂

２.階層別社員教育の導入

３.全社員対象研修の導入

③成長の見える化

１.標準スキルマップの整備

２.工事履歴・資格等ＤＢ管理

３.専門資格の取得推奨

 

(3) リスク管理

当社グループは、取締役、執行役員及び使用人が、その所管業務に関して、職位別の権限と責任並びに職務基準

を明確にし、目標管理を徹底するとともに、その業務プロセスに内在するリスク（目標達成の不確実性及び損失発

生の危険性をいう）の認識・評価・管理に係る「部門別リスク管理規程」を定め、リスクマネジメント体制を構築

しております。

　部門横断的なリスクについては、経営企画部において統括管理を行い、内部監査により業務管理・業務執行のリ

スクマネジメントの状況を検討・評価し、その結果に基づく改善・合理化への助言・提案等を通じてリスクマネジ

メントの改善を図っております。

　また、天災地変・重大災害等、企業の存続を脅かしかねない不測の事態発生に備え、「緊急時リスク管理規程」

を定め、社長を対策本部長とする緊急時対応体制を整備し、損失を最小限とすべく対応しております。
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(4) 指標及び目標

　当社は年間自社消費電力量240万kwhを自然エネルギーで充当すべく、太陽光発電設備建設に約４億円の設備投

資を実施し、2023年度までに目標数値の90％を達成いたしております。引き続き、会社保有施設への設置を展開

し、計画値の達成を目指しております。

 
　当社グループでは、上記「(2) 戦略」において記載した、人材の多様性の確保を含む人材の育成に関する方針

及び社内環境整備に関する方針に係る指標については、当社においては、関連する指標のデータ管理とともに、

具体的な取組みが行われているものの、連結グループに属する全ての会社では行われてはいないため、連結グ

ループにおける記載が困難であります。このため、次の指標に関する目標及び実績は、連結グループにおける主

要な事業を営む提出会社のものを記載しております。

当社は、中期経営計画（2022.4～2025.3）において、以下の目標を設定しています。

指標 目標 実績（当事業年度）

年間平均残業時間の削減
1日当たりの平均残業時間

対前年30分削減
41分

有給休暇５日以上取得率 達成率100％ 100％
 

 
３ 【事業等のリスク】

当社グループの事業に関するリスクについて、投資者の判断に影響を及ぼす可能性があると考えられる主な事項

には、次のようなものがあります。なお、当社グループは、これらのリスク発生の可能性を認識した上で、発生の

回避及び発生した場合の対応に努める所存であります。

また、文中における将来に関する事項については、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したもの

であります。

 
 リスクの概要 主要な取り組み

建設市場の
動向

　予想を上回る公共事業の削減や経済情勢の変化
により民間設備投資の減少が進んだ場合には、業
績に影響を及ぼす可能性があります。

・市場動向や地域の見極め

・営工の協働態勢による安定的な受注獲得

取引先の信
用リスク

　建設業においては、一般的に施工物件の引渡時
に未回収の工事代金が残るケースが多いことか
ら、工事代金の回収前に発注者が信用不安に陥っ
た場合には、業績に影響を及ぼす可能性がありま
す。また、仕入先、外注先が信用不安に陥った場
合にも、業績に影響を及ぼす可能性があります。

・与信管理

・情報収集

・債権保全

資材価格の
変動

　予想以上に工事主要材料等の調達コストが高騰
した際、請負金額に反映することが困難な場合に
は、業績に影響を及ぼす可能性があります。

・施工管理と原価管理のプロセスを強化

重大事故の
発生

　土木事業・建築事業においては、人身や施工物
などに関わる重大な事故が発生した場合、業績に
影響を及ぼす可能性があります。

・安全管理の徹底

・保険加入

大規模自然
災害等

　大規模地震、風水害等の大規模自然災害や感染
症の大流行が発生した場合には、業績に影響を及
ぼす可能性があります。

・国土交通省『災害時の基礎的事業継続力認定
証』の認定取得

施工等の契
約不適合

　設計、施工などの各面で重大な契約不適合が
あった場合、当社グループの業績や企業評価に影
響を及ぼす可能性があります。

・ISO　9001認証取得

・引当金の計上

情報セキュ
リティ

　サイバー攻撃、不正アクセス、コンピューター
ウィルスの侵入等による情報流出、重要データの
破壊、改ざん、システム停止等が生じた場合に
は、信用が低下し、業績に影響を及ぼす可能性が
あります。

・情報セキュリティ管理規程

・社員教育

・セキュリティ対策ソフトの導入、常時更新

 

 

EDINET提出書類

佐田建設株式会社(E00121)

有価証券報告書

11/97



 

４ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（経営成績等の状況の概要）

当連結会計年度における当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー（以下、「経営成績等」と

いう。）の状況の概要は次のとおりであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当連結会計年度におけるわが国経済は、アフターコロナ期への移行が進む中で、社会・経済活動は緩やかな回復

基調で推移しました。一方で、長期化するロシア・ウクライナ情勢に加えて中東情勢も緊迫化するなど不安定な状

況が継続しています。それに加えて外国為替市場における円安基調の強まりの影響もあり資源価格・原材料価格の

高騰が続き、依然として先行きは極めて不透明な状況が続きました。

建設業界におきましては、安定的な公共投資、回復傾向にある民間設備投資によって増加基調にありましたが、

供給面においては、建設資材の価格高騰や労務需給の逼迫、建設業の時間外労働上限規制への対応等の影響もあ

り、厳しい事業環境となりました。

当社グループはこのような状況下、受注の獲得と利益の向上に全力で取組んでまいりました。

 
この結果、当連結会計年度の業績につきましては、受注高は、土木関連86億3千1百万円(前期比4.9％減)、建築関

連264億9千3百万円(前期比74.8％増)、兼業事業5億8千3百万円(前期比28.4％増)となり、合計で前期と比べ110億1

千9百万円増加し357億9百万円(前期比44.6％増)となりました。

売上高は、土木関連72億4千8百万円(前期比37.3％減)、建築関連182億5千1百万円(前期比0.8％増)、兼業事業5億

8千3百万円(前期比28.4％増)となり、合計で前期と比べ40億3千7百万円減少し260億8千3百万円(前期比13.4％減)と

なりました。

繰越高は、土木関連68億6百万円(前期比25.5％増)、建築関連168億3千万円(前期比96.0％増)となり、合計で前期

と比べ96億2千5百万円増加し236億3千7百万円(前期比68.7％増)となりました。

営業利益は、売上高の減少や、労務・原材料価格の大幅な上昇や不採算工事の工事損失引当金繰入等の影響によ

り、前期に比べ16億2千2百万円減少し2億円(前期比89.0％減)となりました。

経常利益は、前期に比べ16億2千3百万円減少し2億1千万円(前期比88.5％減)となりました。

親会社株主に帰属する当期純利益は、繰延税金資産の取崩による法人税等調整額4千7百万円の計上等により、前

期と比べ12億5千万円減少し7千5百万円(前期比94.3％減)となりました。

 
当社の業績につきましては、受注高は土木関連66億2千7百万円(前期比14.7％減)、建築関連189億2千7百万円(前

期比60.7％増)、兼業事業6億1千4百万円(前期比33.8％増)となり、合計で前期と比べ61億6千4百万円増加し261億6

千9百万円(前期比30.8％増)となりました。また、工事関係の受注高の工事別比率は、土木関連25.9％、建築関連

74.1％であり、発注者別比率では、官公庁工事39.9％、民間工事60.1％であります。

売上高は、土木関連56億6千5百万円(前期比45.0％減)、建築関連127億3千7百万円(前期比12.4％減)、兼業事業6

億1千4百万円(前期比33.8％増)となり、合計で前期と比べ62億7千3百万円減少し190億1千7百万円(前期比24.8％減)

となりました。また、工事関係の売上高の工事別比率は、土木関連30.8％、建築関連69.2％であり、発注者別比率

では、官公庁工事39.3％、民間工事60.7％であります。

繰越高は、土木関連62億8千1百万円(前期比18.1％増)、建築関連140億8千4百万円(前期比78.4％増)となり、合計

で前期と比べ71億5千2百万円増加し203億6千6百万円(前期比54.1％増)となりました。また、繰越高の工事別比率

は、土木関連30.8％、建築関連69.2％であり、発注者別比率では、官公庁工事41.7％、民間工事58.3％でありま

す。

営業利益は、連結と同様の理由により、前期に比べ16億6千9百万円減少し1億6千9百万円の営業損失（前年同期は

営業利益14億9千9百万円）となりました。

経常利益は、前期に比べ16億8千7百万円減少し7千5百万円の経常損失（前年同期は経常利益16億1千1百万円）と

なりました。

当期純利益は、前期に比べ13億2千3百万円減少し9千7百万円の当期純損失（前年同期は当期純利益12億2千6百万

円）となりました。
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セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（土木関連）

土木関連の受注高は、前期に比べ4億4千3百万円減少し86億3千1百万円（前期比4.9％減)となりました。売上高

は、前期に比べ43億1千6百万円減少し72億4千8百万円（前期比37.3％減)となりました。

売上総利益は、利益率では、前期20.9％から今期10.7％(前期比10.2％減)に悪化しました。金額ベースでは、前

期に比べ16億4千2百万円減少し7億7千5百万円（前期比67.9％減）となりました。利益減少の主な要因は前期売上に

貢献した大型工事が竣工したこと等によるものです。

（建築関連）

建築関連の受注高は、前期に比べ113億3千3百万円増加し264億9千3百万円（前期比74.8％増)となりました。売上

高は、前期に比べ1億4千9百万円増加し182億5千1百万円（前期比0.8％増)となりました。

売上総利益は、利益率では、前期5.5％から今期4.8％(前期比0.7％減)に悪化しました。金額ベースでは、前期に

比べ1億2千7百万円減少し8億6千8百万円（前期比12.8％減）となりました。利益減少の主な要因としては労務・原

材料費等の高騰に伴う工事原価上昇等によるものです。

（兼業事業）

兼業事業の受注高は、前期に比べ1億2千9百万円増加し5億8千3百万円（前期比28.4％増)となりました。

売上高は、前期に比べ1億2千9百万円増加し5億8千3百万円（前期比28.4％増)となりました。

売上総利益は、前期に比べ0百万円減少し1億3百万円（前期比0.5％減）となりました。

　

(2) 資本の源泉及び資金の流動性について

当社グループの運転資金は、主に工事に掛かる材料費、労務費、外注費、経費や販売費及び一般管理費等に費や

されております。また、設備投資資金は、設備の新設・改修、情報システムの整備等に支出されております。

これらの必要資金は、利益の計上等により生み出される内部資金により賄うことを基本方針としております。

 
(3) キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度における「現金及び現金同等物期末残高」は、前連結会計年度末に比べ15億4千1百万円増加し138

億5千6百万円（前期比12.5％増）となりました。

　各キャッシュ・フローの状況等につきましては次のとおりであります。

[営業活動によるキャッシュ・フロー]

営業活動の結果得られた資金は、前期に比べ9億円減少し20億7百万円（前期比31.0％減）となりました。

　これは主に、税金等調整前当期純利益1億8千3百万円等によるものであります。

[投資活動によるキャッシュ・フロー]

投資活動の結果使用した資金は、前期に比べ7千6百万円増加し9千7百万円（前期比357.4％増）となりました。

　これは主に、固定資産、投資有価証券の取得等によるものであります。

[財務活動によるキャッシュ・フロー]

財務活動の結果使用した資金は、前期に比べ2億3千3百万円減少し3億6千7百万円（前期比38.8％減）となりまし

た。

　これは主に、社債の償還、長期借入、配当金の支払等によるものであります。
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（生産、受注及び販売の実績）

(1) 受注実績

セグメントの名称

前連結会計年度
(自　2022年４月１日
至　2023年３月31日)

金額(百万円)

当連結会計年度
(自　2023年４月１日
至　2024年３月31日)

金額(百万円)

前年同期比
(％)

土木関連 9,074 8,631 △4.9

建築関連 15,160 26,493 74.8

兼業事業 454 583 28.4

合　　計 24,689 35,709 44.6
 

 

(2) 売上実績

セグメントの名称

前連結会計年度
(自　2022年４月１日
至　2023年３月31日)

金額(百万円)

当連結会計年度
(自　2023年４月１日
至　2024年３月31日)

金額(百万円)

前年同期比
(％)

土木関連 11,564 7,248 △37.3

建築関連 18,102 18,251 0.8

兼業事業 454 583 28.4

合　　計 30,121 26,083 △13.4
 

（注）１　当社グループでは建設事業以外は受注生産を行っておりません。

２　当社グループでは生産実績を定義することが困難であるため「生産の状況」は記載しておりません。

３　完成工事高に対する割合が100分の10以上の相手先別の完成工事高及びその割合は、次のとおりでありま

す。

相手先

前連結会計年度
（自　2022年４月１日
至　2023年３月31日）

当連結会計年度
（自　2023年４月１日
至　2024年３月31日）

金額（百万円） 割合（％） 金額（百万円） 割合（％）

関東地方整備局 3,587 11.9 ― ―

㈱ヤオコー ― ― 2,780 10.7
 

 

なお、参考のため提出会社個別の事業の状況は次のとおりであります。

(1) 受注工事高、完成工事高及び次期繰越工事高

期別
工事
区分

前期繰越
工事高
(百万円)

当期受注
工事高
(百万円)

計
(百万円)

当期完成
工事高
(百万円)

次期繰越
工事高
(百万円)

前事業年度
自2022年４月１日
至2023年３月31日

土木関連 7,839 7,771 15,611 10,291 5,319

建築関連 10,660 11,774 22,434 14,540 7,894

兼業事業 ― 458 458 458 ―

計 18,499 20,005 38,505 25,290 13,214

当事業年度
自2023年４月１日
至2024年３月31日

土木関連 5,319 6,627 11,947 5,665 6,281

建築関連 7,894 18,927 26,822 12,737 14,084

兼業事業 ― 614 614 614 ―

計 13,214 26,169 39,383 19,017 20,366
 

(注) １　前事業年度以前に受注した工事で、契約の変更により請負金額の増減がある場合は、当期受注工事高にその

増減額を含んでおります。したがって、当期完成工事高にもかかる増減額が含まれております。

２　次期繰越工事高は（前期繰越工事高＋当期受注工事高－当期完成工事高）であります。
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(2) 受注工事高の受注方法別比率

工事受注方法は、特命と競争に大別されます。

期別 区分 特命(％) 競争(％) 計(％)

前事業年度
自2022年４月１日
至2023年３月31日

土木関連 2.6 97.4 100.0

建築関連 34.3 65.7 100.0

兼業事業 100.0 ― 100.0

当事業年度
自2023年４月１日
至2024年３月31日

土木関連 28.5 71.5 100.0

建築関連 33.3 66.7 100.0

兼業事業 100.0 ― 100.0
 

(注)　百分比は請負金額比であります。

(3) 完成工事高

期別 区分 官公庁(百万円) 民間(百万円) 計(百万円)

前事業年度
自2022年４月１日
至2023年３月31日

土木関連 9,041 1,250 10,291

建築関連 2,199 12,340 14,540

兼業事業 ― 458 458

計 11,241 14,049 25,290

当事業年度
自2023年４月１日
至2024年３月31日

土木関連 4,890 774 5,665

建築関連 2,338 10,399 12,737

兼業事業 ― 614 614

計 7,228 11,788 19,017
 

(注) １　完成工事高のうち主なものは、次のとおりであります。

前事業年度　請負金額11億円以上の主なもの

東日本高速道路(株)　関東支社  関越自動車道　前橋工事

(株)ジーシーシー （仮称）新執務棟建設工事

(同)坂東太郎  （仮称）水上温泉ホテル新築工事

(株)ジョイフル本田 （仮称）ジョイフル本田吉岡店 本体エリア開発土木工事

前橋市  市庁舎一部改築工事　建築主体工事
 

当事業年度　請負金額6億円以上の主なもの

南牧村
令和５年度　公立学校施設整備費国庫負担金事業　南牧村義務教育学
校新築工事

サンヴァーテックス(株)  サンヴァーテックス株式会社本社新築工事

西日本高速道路(株)　関西支社  阪奈高速道路事務所管内　伸縮装置取替工事（令和3年度）

ＧＮホールディングス(株)  群馬日産前橋東部バイパス店新築工事

(株)鈴木商館  株式会社鈴木商館北関東支店総合事務所棟　新築工事
 

２　完成工事高に対する割合が100分の10以上の相手先別の完成工事高及びその割合は、次のとおりでありま

す。

相手先

前事業年度
（自　2022年４月１日
至　2023年３月31日）

当事業年度
（自　2023年４月１日
至　2024年３月31日）

金額（百万円） 割合（％） 金額（百万円） 割合（％）

関東地方整備局 3,587 14.2 ― ―
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(4) 次期繰越工事高(2024年３月31日現在)

 

区分 官公庁(百万円) 民間(百万円) 計(百万円)

土木関連 5,175 1,106 6,281

建築関連 3,319 10,765 14,084

計 8,495 11,871 20,366
 

(注)１　次期繰越工事高のうち請負金額10億円以上の主なものは、次のとおりであります。

(株)上毛新聞社
前橋市古市町一丁目地区優良建築物等整備
事業　業務棟及び住宅棟建設工事

2025年５月完成予定

榛東村
令和５年度（債）　榛東村防災中枢機能施
設整備事業　建築工事

2025年２月完成予定

旭電業(株) （仮称）旭メガソーラー美咲発電設備工事 2024年12月完成予定

日本情報産業(株) （仮称）ＮＩＩ前橋新社屋新築工事 2024年11月完成予定

（独）都市再生機構　西日本支社
04-大和川左岸(三宝)地区A・B工区宅地整
備工事

2025年３月完成予定
 

 

（経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容）

経営者の視点による当社グループの経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりでありま

す。なお、文中における将来に関する事項については、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したも

のであります。

 
　(1)重要な会計方針

当社グループの連結財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成されて

います。この連結財務諸表の作成に当たり、当連結会計年度における資産・負債及び収益・費用の報告金額並びに

開示に影響を与える将来に関する見積りを実施する必要があります。経営者は、これらの見積りについて、当連結

会計年度末時点において過去の実績やその他の様々な要因を勘案し、合理的に判断しておりますが、実際の結果は

見積り特有の不確実性があるため、将来においてこれらの見積りとは異なる場合があります。

当社グループの重要な会計方針のうち、見積及び仮定の重要度が高いものは以下であります。

a.一定の期間にわたり収益を認識した完成工事高

当社グループは、当連結会計年度末までの進捗部分について、期間がごく短い工事を除き、一定の期間にわたり

履行義務が充足されると判断し履行義務の充足に係る進捗度に基づき収益を認識しております。進捗度の測定は、

各報告期間の期末日までに発生した工事原価が、予想される工事原価総額に占める割合に基づいて行っておりま

す。工事原価総額の見積りは実行予算によって行います。

 工事原価総額の見積もりに用いた仮定には、気象条件、施工条件、資機材価格、作業効率等さまざまな要素があ

ります。それら主要な仮定について適時・適切に見積りを行っておりますが、主要な仮定が変動した場合、翌連結

会計年度の完成工事高が増減する可能性があります。

b.繰延税金資産

当社グループは、将来減算一時差異に対して、将来の課税所得が十分に見込まれる範囲で繰延税金資産を計上し

ています。将来の課税所得の見積りに際して、受注見込高や工事利益率等を主要な仮定として、一時差異のスケ

ジューリングを考慮して回収可能性を見積っております。

　翌連結会計年度以降、主要な仮定に変動が生じ、将来の課税所得の見積額が影響を受けた場合、繰延税金資産が

増減し、当社グループの業績及び財務状況に影響を及ぼす可能性があります。

当社グループの連結財務諸表作成において採用する重要な会計方針は、「第５　経理の状況　１　連結財務諸表

等　（１）連結財務諸表　注記事項（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）」に記載しております。
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　(2)当連結会計年度の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

（経営成績の分析）

当社グループは、完成工事高の確保及び完成工事総利益の向上に経営の重点を置いております。また、一般管理

費等の低減により営業利益及び経常利益を高めることを目指しております。

①受注高

当連結会計年度の受注高は、公共工事の受注環境に厳しさはあったものの、特に建築事業に於ける民間工事の受

注は順調に推移しました。この結果前連結会計年度に比べ110億1千9百万円増加し357億9百万円（前期比44.6％増）

となりました。

②売上高

当連結会計年度の売上高は、前期繰越工事の減少や、当期受注した大型工事の着工時期遅延等により前連結会計

年度に比べ40億3千7百万円減少し260億8千3百万円(前期比13.4％減)となりました。

③売上総利益

当連結会計年度の売上総利益は、原材料費等の高騰による採算悪化や不採算工事にかかる工事損失引当金繰入等

の影響もあり、前連結会計年度に比べ17億4千4百万円減少し17億2千3百万円(前期比50.3％減)となりました。

④販売費及び一般管理費

当連結会計年度の販売費及び一般管理費は、賞与引当金繰入の減少等もあり前連結会計年度に比べ1億2千1百万円

減少し15億2千3百万円（前期比7.4％減）となりました。

⑤営業利益

当連結会計年度の営業利益は、売上総利益と同様の理由により、前連結会計年度に比べ16億2千2百万円減少し2億

円（前期比89.0％減）となりました。

⑥経常利益

当連結会計年度の経常利益は、売上総利益と同様の理由により、前連結会計年度に比べ16億2千3百万円減少し2億

1百万円(前期比88.5％減)となりました。

⑦親会社株主に帰属する当期純利益

当連結会計年度の親会社株主に帰属する当期純利益は、繰延税金資産の取崩による法人税等調整額4千7百万円の

計上等により、前期と比べ12億5千万円減少し7千5百万円(前期比94.3％減)となりました。

 
　(3)キャッシュ・フローの分析・検討内容並びに資本の財源及び資金の流動性に係る情報

当連結会計年度のキャッシュ・フローの状況におきましては「第２[事業の状況]４[経営者による財政状態、経営

成績及びキャッシュ・フローの状況の分析]（3）キャッシュ・フローの状況」に記載のとおりであります。

当社グループにおける主な資金需要は、建設事業における工事施工に要する工事費、販売費及び一般管理費並び

に設備投資資金です。

運転資金については、金融機関からの借入金及び社債の発行により調達しており、設備投資資金については、内

部留保等の自己資金でまかなっております。

株主配当につきましては、2024年２月５日公表の「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応につい

て」の配当方針に基づき、当連結会計年度の期末配当を１株当たり26円、連結配当性向530.5％としました。また、

次期の配当につきましては配当を１株当たり29円、連結配当性向51.7％を計画しております。

 
　(4)財政状態の分析

①資産

当連結会計年度末の総資産は、完成工事未収入金の減少、現金預金の増加等により、前連結会計年度末に比べ4億

8千4百万円減少し262億9千7百万円（前期比1.8％減）となりました。

②負債

当連結会計年度末の負債総額は、支払手形の減少、未成工事受入金の増加等により、前連結会計年度末に比べ1億

5千6百万円減少し110億5千1百万円（前期比1.4％減）となりました。

③純資産

 当連結会計年度末の純資産は、配当金の支払い（3億9千7百万円）親会社株主に帰属する当期純利益7千5百万円

を計上したこと等により、前連結会計年度末に比べ3億2千8百万円減少し152億4千5百万円（前期比2.1％減）となり

ました。

　自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.2ポイント減少し58.0％となっております。
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　(5)セグメントの分析

①土木関連

土木関連の受注高は、前期に比べ4億4千3百万円減少し86億3千1百万円（前期比4.9％減)となりました。

売上高は、前期に比べ43億1千6百万円減少し72億4千8百万円（前期比37.3％減)となりました。売上減少の主な要

因としては、公共工事の受注減少に加え、前期売上に貢献した大型工事が竣工したこと等によるものです。

売上総利益は、利益率では、前期20.9％から今期10.7％(前期比10.2％減)に悪化しました。金額ベースでは、前

期に比べ16億4千2百万円減少し7億7千5百万円（前期比67.9％減）となりました。利益減少の主な要因は前期売上に

貢献した大型工事が竣工したことにより等によるものです。

②建築関連

建築関連の受注高は、前期に比べ113億3千3百万円増加し264億9千3百万円（前期比74.8％増)となりました。

売上高は、前期に比べ1億4千9百万円増加し182億5千1百万円（前期比0.8％増)となりました。

売上総利益は、利益率では、前期5.5％から今期4.8％(前期比0.7％減)に悪化しました。金額ベースでは、前期に

比べ1億2千7百万円減少し8億6千8百万円（前期比12.8％減）となりました。利益減少の主な要因は労務・原材料費

等の高騰に伴う工事原価上昇等によるものです。

③兼業事業

兼業事業の受注高は、前期に比べ1億2千9百万円増加し5億8千3百万円（前期比28.4％増)となりました。

売上高は、前期に比べ1億2千9百万円増加し5億8千3百万円（前期比28.4％増)となりました。

売上総利益は、前期に比べ0百万円減少し1億3百万円（前期比0.5％減）となりました。

 

(6)経営方針・経営戦略、経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

経営方針・経営戦略、経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標については、3年ごとに策定する中

期経営計画をベースに毎年策定する単年度の業績予想の目標値を、経営上の達成状況を確認する指標として活用し

ております。当社グループにおける2024年３月期の達成・進捗状況は以下のとおりです。

 
指標

2024/3期業績予想
（百万円）

2024/3期実績
（百万円）

計画比
(％)

売上高 32,440 26,083 △19.6

営業利益 1,180 200 △83.0

経常利益 1,180 210 △82.2

親会社株主に帰属する当
期純利益

790 75 △90.5

受注高 33,740 35,709 5.8
 

 
５ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 
６ 【研究開発活動】

当社グループにおいては、記載すべき重要な研究開発活動はありません。
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第３ 【設備の状況】

 

１ 【設備投資等の概要】

当社グループ(当社及び連結子会社)では、当連結会計年度において特記すべき新規の設備投資は行っておりませ

ん。

 
２ 【主要な設備の状況】

(1) 提出会社

（2024年３月31日現在）

事業所名
（所在地）

帳簿価額（百万円）

従業
員数
(人)

土地
建物
構築物

機械及び装置
車両運搬具
工具、器具及

び備品

その他 合計

面積(㎡) 金額

本店（工場含）
(前橋市)

43,159 1,766 640 75 28 2,511 257

東京支店
(東京都豊島区)

― ― 2 0 ― 2 20

さいたま支店
(さいたま市大宮区)

2,749 544 180 9 0 734 44

大阪支店
(大阪市中央区)

― ― 0 ― ― 0 23

栃木支店
(栃木市)

611 48 1 0 ― 50 20

茨城支店
(下妻市)

4,886 179 9 0 ― 188 3

平川町太陽光発電事
業
(千葉市緑区)

― ― ― 168 138 307 ―

 

(注) １　その他は、無形固定資産等の合計額であります。

 
２　上記の他、賃借している主なものは次のとおりであります。

事業所名（所在地） 土地(㎡) 建物(㎡) 年間賃借料（百万円）

本店（前橋市）
（駐車場）

1,484 ― 3

東京支店（東京都豊島区)
（事務所・駐車場）

25 368 15

大阪支店(大阪市中央区)
（事務所・駐車場）

25 192 4

栃木支店（足利市）
（事務所）

― 104 1
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(2) 国内子会社

（2024年３月31日現在）

会社名（所在地）
事業所名

帳簿価額（百万円）

従業
員数
(人)土地

（面積㎡）
建物
構築物

機械及び装置
車両運搬具
工具、器具
及び備品

その他 合計

㈱島田組(桐生市)
本社

153
(3,906)

17 0 0 171 20

佐田道路㈱
（神栖市）
神栖太陽光発電所

― ― 89 91 181 ―

 

(注) １　設備の種類別の帳簿価額のうちその他は、無形固定資産等の合計額であります。

　 　２　上記の他、親会社が子会社に賃貸している主なものは次のとおりであります。

 

会社名（所在地）
事業所名

土地(㎡) 建物(㎡) 年間賃借料（百万円）

佐田道路㈱（前橋市）
本社

― 605 3

㈱リフォーム群馬（前橋市）
本社

125 399 2

彩光建設㈱(さいたま市大宮区)
本社

― 99 1

 

 
３ 【設備の新設、除却等の計画】

(1) 重要な設備の新設等

会社名
事業所名等
（所在地）

セグメン
トの名称

設備の
内容

投資予定総額
資金調達
方法

備考
総額

(百万円)
既支払額
(百万円)

提出会社
前橋市元総社社員寮

（群馬県前橋市）
共通 社員寮 250 5 自己資金

2025年3月頃
完成予定

 

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2) 重要な設備の除却等

除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
事業年度末現在
発行数(株)

(2024年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年６月27日)

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 15,521,233 15,521,233
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数は
100株であります。

計 15,521,233 15,521,233 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

③ 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2015年10月１日 △62,084,933 15,521,233 ― 1,886 ― 1,940
 

(注)　普通株式について５株を１株の割合で併合したことによるものであります。
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(5) 【所有者別状況】

2024年３月31日現在

区分

株式の状況(１単元の株式数100株)

単元未満
株式の状況

(株)
政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計

個人以外 個人

株主数
(人)

― 11 25 217 40 8 3,414 3,715 ―

所有株式数
(単元)

― 16,493 10,506 29,178 14,687 39 84,094 154,997 21,533

所有株式数
の割合(％)

― 10.64 6.78 18.82 9.48 0.03 54.26 100 ―
 

(注)　自己株式203,906株は「個人その他」に2,039単元及び「単元未満株式の状況」に6株含めて記載しております。

 

(6) 【大株主の状況】

2024年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(百株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の総
数に対する
所有株式数
の割合(％)

佐田建設従業員持株会 前橋市元総社町一丁目1番地の7 8,335 5.44

立花証券株式会社
東京都中央区日本橋茅場町一丁目13番14
号

8,000 5.22

斉丸千代 茨城県鹿嶋市 7,517 4.91

佐田建設伸佐会持株会 前橋市元総社町一丁目1番地の7 7,082 4.62

日本マスタートラスト信託銀行株式会社　　
（信託口）

東京都港区赤坂一丁目8番1号 6,825 4.46

株式会社群馬銀行
（常任代理人株式会社日本カストディ銀行）

前橋市元総社町194番地
（東京都中央区晴海一丁目8番12号）

6,371 4.16

THE HONGKONG AND SHANGHAI BANKING
CORPORATION LTD - SINGAPORE BRANCH PRIVATE
BANKING DIVISION CLIENT A/C 8221-623793
（常任代理人 香港上海銀行東京支店 カスト
ディ業務部）

１０　ＭＡＲＩＮＡ　ＢＯＵＬＥＶＡＲ
Ｄ　＃４８－０１　ＭＡＲＩＮＡ　ＢＡ
Ｙ　ＦＩＮＡＮＣＩＡＬＣＥＮＴＲＥ　
ＳＩＮＧＡＰＯＲＥ　０１８９８３
（東京都中央区日本橋３丁目１１－１）

5,186 3.39

サンシャインＥ号投資事業組合
業務執行組合員ＵＧＳアセットマネジメント株
式会社

東京都港区赤坂六丁目5番38-807号 4,701 3.07

齊丸興業株式会社 東京都中央区日本橋本石町三丁目3番10号 4,170 2.72

サンシャインＤ号投資事業組合
業務執行組合員ＵＧＳアセットマネジメント株
式会社

東京都港区赤坂六丁目5番38-807号 3,320 2.17

計 ― 61,508 40.16
 

(注)１．所有株式数は百株未満を切捨て表示しております。

　　　２．2021年12月15日付で、重田光時氏より当社株式に係る変更報告書が関東財務局長に提出されております。当

該変更報告書において、2021年12月８日現在で同氏が6,756百株を保有している旨が記載されておりますが、

当社として2024年３月31日における実質保有株式数の確認ができていないため、上記大株主には含めており

ません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2024年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
普通株式 203,900
 

―
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 15,295,800
 

152,958 同上

単元未満株式 普通株式 21,533
 

― 同上

発行済株式総数 15,521,233 ― ―

総株主の議決権 ― 152,958 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式6株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2024年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式
数の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
当　社

前橋市元総社町一丁目１番
地の７

203,900 ― 203,900 1.31

計 ― 203,900 ― 203,900 1.31
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２ 【自己株式の取得等の状況】
 

【株式の種類等】 会社法第155条第７号による普通株式の取得
 

 

(1) 【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 

(2) 【取締役会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

 

区分 株式数(株) 価額の総額(千円)

当事業年度における取得自己株式 4 2

当期間における取得自己株式 ― ―
 

　
(注)　当期間における取得自己株式には、2024年６月１日から有価証券報告書提出日までの単元未満株式の買取りに

よる株式数は含めておりません。

 

(4) 【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

区分

当事業年度 当期間

株式数(株)
処分価額の総額

(千円)
株式数(株)

処分価額の総額
(千円)

引き受ける者の募集を行った
取得自己株式

─ ─ ─ ─

消却の処分を行った取得自己株式 ─ ─ ─ ─

合併、株式交換、株式交付、
会社分割に係る移転を行った
取得自己株式

─ ─ ─ ─

その他(譲渡制限付株式報酬制度に
係る処分)

10,000 4,700 ─ ─

保有自己株式数 203,906 ─ 203,906 ─
 

　
(注)　当期間における保有自己株式数には、2024年６月１日から有価証券報告書提出日までの単元未満株式の買取り

及び買増しによる株式数は含めておりません。

 

３ 【配当政策】

＝配当方針＝

 基本方針 ： 利益配分につきましては、業績に応じた利益還元に重点を置き、一定の内部留保により経営

　　　　　　 環境の変化にも十分対処できる適切な財務体質を構築します。

 配当性向 ： 50％以上とし、下限配当額を１株26円とします。

 適用期間 ： 本方針は、現行の中期経営計画期間（2025年3月期まで)において適用します。

            本方針を踏まえ、新たな成長戦略に基づき次期中期経営計画を策定してまいります。
 

当社の剰余金の配当は、年１回の期末配当を基本方針としており、配当の決定機関は株主総会であります。

当期の配当につきましては、１株について26円00銭とさせていただきます。

(注)  基準日が当事業年度に属する剰余金の配当は、以下のとおりであります。
 

決議年月日
配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円)

2024年６月26日
定時株主総会決議

398 26.00
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４ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1) 【コーポレート・ガバナンスの概要】

①コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方、企業統治の体制及びこの体制を採用する理由

当社における企業統治の体制については、株主の付託及びステークホルダーの要請に応えるべく、経営におけ

る意思決定の迅速性・的確性及び透明性を確保することを基本的な目的として、執行役員制度を導入し経営判断

と業務執行を一部分離しております。

また、取締役の職務執行の監査等を担う監査等委員を取締役会の構成員とすることにより、取締役会の監督機

能を強化し、更なる監視体制の強化を通じてより一層のコーポレート・ガバナンスの充実を図ることを目的とし

て、2024年6月26日開催の第75回定時株主総会の決議により監査等委員会設置会社へ移行いたしました。なお、監

査等委員会設置会社への移行に伴い、監督機能と業務執行の分離を明らかにするため、「委任型執行役員」を導

入しております。

意思決定については、毎月定例の取締役会のほか、毎週定例の経営会議を開催し、経営管理の充実とスピード

アップを図っております。

 
当社のコーポレート・ガバナンスに係る主要な機関・機能は以下のとおりであります。

 
1.取締役会

当社の取締役は、有価証券報告書提出日現在、取締役（監査等委員である取締役を除く。）８名（うち社外取

締役２名）、取締役（監査等委員）４名（うち社外取締役３名）の合計12名で構成されており、代表取締役社長

である星野克行を議長として毎月１回の定時取締役会を開催するほか、必要に応じて機動的に臨時取締役会を開

催し、迅速な経営上の意思決定を行える体制としております。

各取締役の氏名等につきましては、「(2) 役員の状況　①役員一覧」をご参照ください。

 
2.監査等委員会

取締役（監査等委員）４名（うち社外取締役３名）で構成されており、監査等委員会の委員長は、常勤監査等

委員渡邊秀幸が務め、年間９回、監査等委員会を開催してまいります。監査等委員は監査等委員会で定めた監査

方針及び監査実施計画に従い監査を行ってまいります。監査等委員会においては監査の状況を共有するほか、監

査の過程で発見された事項について協議を行い、必要に応じて代表取締役や取締役会に対して意見を述べてまい

ります。また、監査等委員会は内部監査部門及び会計監査人と連携し、監査の実効性の向上を図ってまいりま

す。

各監査等委員の氏名等につきましては、「(2) 役員の状況　①役員一覧」をご参照ください。

 
3.経営会議

社長、本社在勤の常勤取締役（監査等委員である取締役を除く。）で構成されており、代表取締役社長である

星野克行を議長として経営戦略の政策審議・計画進捗のチェック・立案機能の多角化及び強化を図るとともに、

より迅速な意思決定と業務執行を行うため、毎週開催しています。また、経営監視機能の観点から常勤監査等委

員が経営会議に出席しています。

議長：代表取締役社長　星野克行

構成員：本社在勤の常勤取締役（監査等委員である取締役を除く。）　荒井清彦　中尾信芳　狩野純公　堀内

金弘　中島克仁の５名であります。

 
内部統制システム及びリスク管理体制の整備の状況については、以下のとおりであります。

1.内部統制の目的（業務の有効性及び効率性、財務報告の信頼性、事業活動に関る法令等の遵守、資産の保

全）を達成するため、経営理念・経営方針・役職員行動規範を明確にし、統制環境を整備しております。

2.業務全般にわたる管理・運営及び業務執行を適切かつ効率的に行うため、部門別・職位別の職務基準を明確

にし、決裁権限と責任を明確にした「業務フロー」に基づき業務を執行しております。

3.各業務管理部門は、業務プロセスに基づきリスク管理をすると共に、経営企画部においてリスクの統括管理

を行なっております。

4.経営企画部は、内部監査を担当し内部統制の整備状況及び運用状況をモニタリングすると共に、コンプライ

アンスを統括し、通常の業務報告経路とは別の社内通報の窓口を担っております。
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責任限定契約については、会社法第427条第１項に基づき、社外取締役との間において、会社法第423条第１項

の損害賠償責任について、職務を行うにつき善意でかつ重大な過失がないときは、法令が定める額を限度として

責任を負担するものとする旨の契約を締結しております。

当社は、会社法第430条の３第1項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しております。

当該保険契約の被保険者の範囲は、当社のすべての取締役であり、被保険者は保険料を負担しておりません。当

該保険契約は、被保険者がその行為に起因して負担する法律上の損害賠償金及び争訴費用を補填することを目的

としております。ただし、被保険者の職務の執行の適正性が損なわれないようにするため、当該被保険者の違法

行為に起因して生じたものは填補されない等の免責事由があります。

 
提出会社の子会社の業務の適正を確保するための体制整備の状況については、以下のとおりであります。

1.子会社は、当社の経営理念・基本方針・役職員行動規範を適用し、統制環境を整備しております。また、経

営上の重要事項については、「関係会社管理規程」に従い、当社の取締役会もしくは経営会議において決定

し、子会社は、定期的に当社へ業務執行についての報告を行うものとしております。

2.子会社は全て監査役設置会社とし、グループ監視機能を維持するため、当社から役職員を監査役として派遣

することとしております。また、当社監査等委員会、子会社監査役、内部監査部署は、当社と子会社間及び

子会社相互の間で非通例的取引が行なわれないよう監視し、業務の適正を確保しております。

3.子会社の業務執行に伴う損失の危険管理について、リスクの適切な識別及び管理の重要性を認識・評価し、

状況分析を行うことで、当社グループ全体として、業務に係る最適な管理体制を構築しております。

 

②取締役の定数

当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）は12名以内、監査等委員である取締役は４名以内とする旨

を定款に定めております。

 

③取締役の選任決議要件

取締役の選任決議は、株主総会において議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する

株主が出席し、その議決権の過半数をもって行い、累積投票によらない旨を定款に定めております。

 

④株主総会決議事項を取締役会で決議することができる事項（自己の株式の取得）

当社は、自己の株式の取得について、機動的な資本政策を遂行するため、会社法第165条第２項の規定により、

取締役会の決議によって自己の株式を取得することができる旨を定款に定めております。

 

⑤株主総会の特別決議要件

当社は、株主総会における特別決議の定足数を緩和することにより、株主総会の円滑な運営を行うことを目的

として、会社法第309条第２項に定める決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有

する株主が出席し、その議決権の３分の２以上をもって行う旨を定款に定めております。
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⑥取締役会の活動状況

当社は取締役会を原則毎月１回開催しており、当事業年度における個々の取締役の出席状況については次のと

おりであります。

役名・職名 氏名 出席状況

代表取締役社長 土　屋　三　幸 100％（15回/15回）

専務取締役　土木本部長 星　野　克　行 100％（15回/15回）

取締役　経営企画室長 荒　井　清　彦 100％（15回/15回）

取締役　建築本部長 中 尾 信 芳 100％（15回/15回）

取締役　営業本部長 狩　野　純　公 100％（15回/15回）

取締役　管理本部長 堀　内　金　弘 100％（12回/12回）

取締役　管理本部長 中　村　和　夫 100％（3回/3回）

取締役（社外） 富　岡　政　明 100％（15回/15回）

取締役（社外） 桂　川　修　一 100％（12回/12回）

取締役（社外） 林　　　　　章 100％（3回/3回）

監査役（常勤） 渡　邊　秀　幸 100％（15回/15回）

監査役（社外） 丸　山　和　貴 100％（15回/15回）

監査役（社外） 木　部　和　雄 100％（15回/15回）

監査役（社外） 増　田　順　一 93％（14回/15回）
 

（注）１　取締役堀内金弘と桂川修一の両氏は、2023年６月27日開催の第74回定時株主総会で取締役に新たに選任さ

れ同日就任しておりますので、就任後の出席状況を記載しております。

２　取締役中村和夫と林章の両氏は、2023年６月27日開催の第74回定時株主総会で退任されましたので、在任

中の出席状況を記載しております。

 
当事業年度は定例取締役会を11回、決算取締役会を４回開催し、１回当たりの所要時間は約１時間５分でし

た。

 
当事業年度における取締役会の主な検討事項としては、以下のとおりです。

・決議事項（58件）

株主総会に関する事項、決算に関する事項、取締役に関する事項、株式に関する事項、人事・組織に関する事

項、資金に関する事項、子会社に関する事項

・報告事項（24件）

事業報告（受注報告及び事業計画の進捗報告）
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(2) 【役員の状況】

①　役員一覧

男性12名　女性0名　（役員のうち女性の比率0％）

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
(百株)

代表取締役社長 星　野　克　行 1959年１月19日生

1979年４月 当社入社

2009年４月 当社大阪支店土木部長

2014年７月 当社土木本部土木推進部長

2016年６月 当社執行役員土木本部土木推進部

長

2017年６月 当社執行役員土木本部統括部長

2018年６月 当社取締役土木本部長

2023年６月 当社専務取締役土木本部長

2024年６月 当社代表取締役社長(現)

（注）
４

290

取締役
専務執行役員
経営企画担当

荒　井　清　彦 1957年４月25日生

1982年４月 当社入社

2010年６月 当社経営企画部次長

2011年７月 当社経営企画部長

2013年６月 当社経営企画部長兼秘書室長

2016年６月 当社常勤監査役

2020年６月 当社取締役経営企画室長

2024年６月 当社取締役専務執行役員経営企画

担当(現)

（注）
４

162

取締役
常務執行役員
建築本部長

中 尾 信 芳 1956年11月９日生

1977年４月 当社入社

2013年12月 当社建築本部リニューアル部長

2016年６月 当社執行役員建築本部工事部第一

工事部長

2018年６月 当社執行役員建築本部統括部長

2019年６月 当社執行役員建築本部首都圏建築

部長

2021年６月 当社取締役建築本部長

2024年６月 当社取締役常務執行役員建築本部

長（現）

（注）
４

110

取締役
常務執行役員
営業本部長

狩　野　純　公 1959年２月８日生

1982年４月 当社入社

2008年６月 当社東京支店副支店長

2011年６月 当社東京支店営業部長

2017年６月 当社執行役員東京支店長

2021年６月 当社常務執行役員東京支店長

2022年６月 当社取締役営業本部長

2024年６月 当社取締役常務執行役員営業本部

長(現)

（注）
４

107

取締役
執行役員
管理本部長

堀　内　金　弘 1963年11月16日生

1982年４月 当社入社

2011年６月 当社管理本部財務部次長

2018年10月 当社経営企画部長兼秘書室長

2020年６月 当社管理本部財務部長

2021年６月 当社執行役員管理本部財務部長

2023年６月 当社取締役管理本部長

2024年６月 当社取締役執行役員管理本部長

(現)

（注）
４

84

取締役
執行役員
土木本部長

中　島　克　仁 1959年3月24日生

1983年４月 当社入社

2013年６月 当社土木本部工事部次長

2014年６月 当社土木本部第一工事部長

2017年６月 当社執行役員土木本部第一工事部

長

2018年６月 当社執行役員土木本部統括部長

2024年６月 当社取締役執行役員土木本部長

(現)

（注）
４

173
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
(百株)

取締役 富　岡　政　明 1955年10月12日生

1984年12月 社会保険労務士登録(現)

1986年３月 行政書士登録(現)

1999年６月 富岡労務管理事務所 所長

2006年11月 特定社会保険労務士登録(現)

2018年６月 当社取締役（現）

2022年６月 社会保険労務士法人

富岡労務管理事務所代表社員(現)

（注）
４

─

取締役 桂　川　修　一 1958年２月25日生

1991年10月 太田昭和監査法人（現EY新日本有

限責任監査法人）入所

1995年８月 公認会計士登録(現)

2020年７月 桂川公認会計士事務所所長(現)

2022年４月 南青山監査法人代表社員(現)

2023年６月 当社取締役（現）

（注）
４

─

 

取締役
（監査等委員）

渡　邊　秀　幸 1960年２月９日生

1983年４月 当社入社

2014年６月 当社さいたま支店営業部次長

2015年６月 当社さいたま支店営業部長

2016年12月 当社営業本部営業推進部長

2020年６月 当社監査役

2024年６月 当社取締役（監査等委員）(現)

（注）
５

70

取締役
 （監査等委員）

丸　山　和　貴 1951年６月24日生

1981年４月 弁護士登録(現)

1981年４月 丸山法律事務所開業(現)

2004年６月 当社監査役(現)

2015年８月 カネコ種苗株式会社社外取締役

(現)

2024年６月 当社取締役（監査等委員）(現)

（注）
５

―

取締役
 （監査等委員）

木　部　和　雄 1950年９月13日生

2007年６月 株式会社群馬銀行取締役兼執行役

員東京駐在・東京支店長

2009年６月 同行常務取締役

2011年４月 同行常務取締役事務部長

2011年６月 同行専務取締役

2014年６月 同行取締役副頭取

2015年６月 同行代表取締役会長

2019年６月 株式会社群馬銀行相談役

2020年６月 当社監査役

2024年６月 当社取締役（監査等委員）(現)

（注）
５

―

取締役
 （監査等委員）

増　田　順　一 1957年１月16日生

2009年７月 木曽税務署長

2014年７月 関東信越国税局調査査察部調査管

理課長

2015年７月 関東信越国税局調査査察部次長

2016年７月 長野税務署長

2017年８月 税理士登録(現)

2017年12月 当社仮監査役

2018年６月 当社監査役

2024年６月 当社取締役（監査等委員）(現)

（注）
５

12

計 1,011
 　　

(注)１　当社は、2024年６月26日開催の当社第75回定時株主総会の決議により、監査役会設置会社から監査等委員会

設置会社へ移行しました。

２　取締役富岡政明及び取締役桂川修一の２名は、社外取締役であります。

３　取締役（監査等委員） 丸山和貴、取締役（監査等委員）木部和雄、取締役（監査等委員）増田順一の３名

は、社外取締役（監査等委員）であります。

４　取締役（監査等委員である取締役を除く。）の任期は、2024年３月期に係る定時株主総会終結の時から2025

年３月期に係る定時株主総会終結の時までであります。

５　取締役（監査等委員）の任期は、2024年３月期に係る定時株主総会終結の時から2026年３月期に係る定時株

主総会終結の時までであります。
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６　当社は、取締役会の意思決定・業務執行の監督機能と各本部の業務執行機能を区分し、経営効率の向上を図

るため、執行役員制度を導入しております。

執行役員は14名で構成されており、役職名・氏名は以下のとおりであります。

※は取締役兼務者であります。

役　職　名 氏　名

※専務執行役員　　経営企画担当 荒　井　清　彦

※常務執行役員　　建築本部長 中　尾　信　芳

※常務執行役員　　営業本部長 狩　野　純　公

※執行役員　　　　管理本部長 堀　内　金　弘

※執行役員　　　　土木本部長 中　島　克　仁

　執行役員　　　　建築本部統括部長 吉　井　研　治

　執行役員　　　　大阪支店長 鈴　木　治　彦

　執行役員　　　　建築本部首都圏建築部長 稲　垣　三　也

　執行役員　　　　本店長 寺　澤　伸　二

　執行役員　　　　土木本部首都圏土木部長 深　沢　秀　樹

　執行役員　　　　栃木支店長 阿　部　良　一

　執行役員　　　　東京支店長 駒　井　宏　行

　執行役員　　　　土木本部統括部長 森　　　充　洋

　執行役員　　　　さいたま支店長 高　橋　伸　弥
 

 
②社外役員の状況

　当社では、提出日現在、社外取締役（監査等委員である取締役を除く。）２名と社外取締役（監査等委員）３名

を選任しております。

　社外取締役 富岡政明は特定社会保険労務士、行政書士の資格を保持し、社外取締役 桂川修一は公認会計士の資

格を保持し、社外取締役（監査等委員） 丸山和貴は弁護士の資格を保持し、社外取締役（監査等委員） 木部和雄

は企業経営についての豊富な経験を有し、社外取締役（監査等委員） 増田順一は税理士の資格を保持し、いずれも

豊富な経験と高い見識を有しております。

　社外取締役 富岡政明と当社との間に特別な人的関係、資本関係又は取引関係その他の利害関係はありません。ま

た、同氏が代表取締役である富岡労務管理事務所は、当社子会社と委託契約を締結しておりますが、条件面は他の

取引先と同様であり、その取引に特別な利害関係はありません。

　社外取締役 桂川修一は、過去、当社の会計監査人であるＥＹ新日本有限責任監査法人の業務執行社員として当社

の監査を行っていましたが、2020年６月に同監査法人を退職しており、また同氏の兼職先と当社とは取引関係にな

いため、同氏と当社との間には特別な利害関係はありません。

 
　社外取締役（監査等委員）　丸山和貴は現在カネコ種苗株式会社の社外取締役を務めております。カネコ種苗株

式会社と当社との間には工事請負等の取引がありますが、条件面は他の取引先と同様であり、当社売上高に占める

割合は多いものではありません。また、同氏が所長である丸山法律事務所は、当社と顧問契約を締結しております

が、他社同様の取引条件によっており、その取引に特別な利害関係はありません。以上から同氏と当社との関係性

に特別な利害はなく、当社は同氏の弁護士としての豊富な経験が経営の透明性確保や向上に繋がるものと判断し、

社外取締役に選任しております。

　社外取締役（監査等委員） 木部和雄は、当社株式を4.16％保有（2024年３月31日現在）する株式会社群馬銀行の

取締役副頭取及び代表取締役会長等の要職を歴任しておりました。株式会社群馬銀行は当社の主要な借入先であり

ますが、当社の同行からの借入金の連結総資産に占める割合は0.2％と僅少であります。以上から同氏と当社との関

係性に特別な利害はなく、当社は同氏の経営者としての豊富な経験が経営の透明性確保や向上に繋がるものと判断

し、社外取締役に選任しております。

　社外取締役（監査等委員） 増田順一は当社株式を1,200株保有しておりますが、当社との間に特別な人的関係、

資本関係又は取引関係その他の利害関係はありません。また、同氏が代表である増田順一税理士事務所と当社の間

には、特別な人的関係、資本関係又は取引関係その他の利害関係はありません。
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　社外取締役の選任状況について、一般株主との利益相反が生じる虞がなく、高い独立性を有すると判断してお

り、社外取締役は、取締役会の場において、取締役及び内部監査部門等と必要に応じて情報の共有や意見交換を行

い、経営の公正性、中立性及び透明性を高めるよう努めております。

　以上から、当社の企業統治において社外取締役が果たすべき機能及び役割は、現状の体制で確保されていると考

えております。

　独立性を確保するため、当社と社外取締役との間で利害関係等が無い者を選任しております。そのため、当社は

社外取締役を選任するための独立性判断基準次のとおりを定めております。また東京証券取引所の独立役員の独立

性に関する判断基準等を参考にしております。

《独立性判断基準》

１.現在または過去１０年間において、当社グループの取締役(社外取締役は除く)、監査役（社外監査役は除く）、

執行役員を含む使用人に該当しない者。

２.現在または過去３年間において、以下に該当しないこと。

　 1）当社グループの主要な取引先またはその業務執行者

　 2) 当社グループの主要な借入先またはその業務執行者

　 3) 当社の１０％以上の議決権を保有する株主またはその業務執行者

　 4) 当社グループの会計監査人である監査法人の社員等

　 5) 当社グループから役員報酬以外に年間 １,０００万円を超える金銭その他の財産を得ているコンサルタン

ト、会計専門家または法律専門家

３.上記１または２に掲げる者の二親等内の親族に該当しない者。

（但し、上記１に掲げる者が当社グループの取締役、監査役、執行役員を含む重要な使用人である場合に限る。）

 
　なお、当社は社外取締役富岡政明氏、社外取締役桂川修一氏、社外取締役（監査等委員）丸山和貴氏、社外取締

役（監査等委員）増田順一氏を、東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ており

ます。

 
③社外取締役による監督又は監査と内部監査、監査等委員会監査及び会計監査との相互連携並びに内部統制部門と

の関係

　社外取締役は、取締役会及び監査等委員会を通じて、内部監査及び監査等委員会監査並びに会計監査の報告を受

け、必要に応じて意見を述べることにより、取締役の職務執行を監督する機能・役割を担っております。

 

EDINET提出書類

佐田建設株式会社(E00121)

有価証券報告書

31/97



 

(3) 【監査の状況】

①監査等委員会監査の状況

当社は、2024年６月26日開催の第75回定時株主総会の決議により、監査等委員会設置会社へ移行しました。監

査等委員会は、監査等委員である取締役４名（うち３名は社外取締役）から構成されており、法律の専門家とし

て弁護士を１名、経営者としての豊富な経験を有するものを１名、財務及び会計に関する相当程度の知見を有す

るものとして税理士を１名選任し、監査機能の強化による経営者に対する監視等の実効性を図っております。

②当事業年度における監査役設置会社としての監査役監査

1.組織・人員

監査役監査については、監査役会（４名）が担当し、社外監査役に法律の専門家として弁護士を１名、経営者

としての豊富な経験を有するものを１名、財務及び会計に関する相当程度の知見を有するものとして税理士を１

名選任し、監査役機能の強化による経営者に対する監視等の実効性を図っております。

また、監査役が取締役会に出席することはもとより、常勤監査役に経営会議出席権限を与え重要情報へのアク

セスを保証しております。

 
2.当事業年度における監査役設置会社としての監査役会の活動状況

氏名 開催回数 参加回数
出席率
(％)

渡邊　秀幸 9 9 100

丸山　和貴 9 9 100

木部　和雄 9 8 89

増田　順一 9 8 89
 

 
監査役会は、取締役会開催に先立ち月次で開催される他、必要に応じて随時開催されます。当事業年度は合計

９回開催し、１回当たりの所要時間は約１時間でした。監査役の出席率は94％でした。年間を通じ次のような決

議、報告等がなされました。

 
決議 6件：監査役監査方針・監査計画・職務分担、会計監査人の評価及び再任・不再任、会計監査人報酬等の

同意、監査報告書案等

報告24件：監査役月次活動状況報告及び社内決裁内容確認、月次受注及び業績進捗管理状況の確認等

 
3.当事業年度における監査役設置会社としての監査役の主な活動

　監査役は、取締役会に出席し、議事運営、決議内容等を監査し、必要により意見表明を行っています。その

他、主に常勤監査役が、経営会議等の社内の重要な会議又は委員会に出席しています。

　監査役全員による代表取締役社長・取締役との会談を半期毎に定例開催するほか適時に開催し、監査報告や監

査所見に基づく提言を行っています。また、１年間の部門監査やグループ会社往査を踏まえ、年度末に常勤監査

役と管掌役員との面談を実施し、必要に応じた提言を行っています。その他、必要に応じ取締役・執行役員及び

各部門担当者より報告を受け意見交換を行っています。

 
　監査役会は、当事業年度は主として1）経営計画実現のための活動状況、2）グループ会社管理、3）取締役の業

務執行、4)会計監査人・内部監査人との連携強化、を重点監査項目として取組みました。

 

1）経営計画実現のための活動状況

　毎月の経営計画進捗状況を確認し、課題ある場合には改善に向けた提言を行いました。

 

2）グループ会社管理

　連結計算書類監査の必要性を踏まえ、会計監査人、財務部門との連携を強化し、コンプライアンス及びリス

ク管理の状況を確認しました。また、常勤監査役はグループ会社５社の監査役も兼任しており、状況を適時に

把握するとともに必要に応じて往査を実施しました。

3）取締役の業務執行

　取締役の業務執行に関し不正の行為又は法令もしくは定款に違反する事実、競業取引、取締役と会社間の利
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益相反取引、会社が行なった無償の利益供与、株主との通例でない取引、自己株式の取得及び処分等の監査を

行いました。

 

4）会計監査人・内部監査人との連携強化

　内部監査、監査役監査及び会計監査の連携状況については、監査役と会計監査人とはミーティングにより監

査の実施状況等の情報交換を行っております。また、内部監査部門は組織横断的に内部統制状況をモニタリン

グし、必要に応じて監査役及び会計監査人と協議しております。

　会計監査人、内部監査人との情報の共有化を図り、監査の実効性を高めております。

 
③内部監査

当社の内部監査については、内部監査部門の経営企画部（６名）が担当し、全部門を対象として定期的又は臨

時に実施する内部監査を通じて、全ての業務が法令、定款、社内諸規程に準拠して、適正かつ効率的に遂行され

ているかをモニタリングし、問題点の把握と改善に努めています。

内部監査部門は社長のみならず、取締役会及び監査等委員会に対しても直接報告を行う仕組みを構築しており

ます。

また、必要に応じて会計監査人と協議しております。

　内部通報制度の窓口１名は、内部監査部門が対応しました。

 

④会計監査の状況

当社の会計監査業務については、EY新日本有限責任監査法人と監査契約を締結し、公正な監査を受けておりま

す。なお、同監査法人及び当社の監査に従事する同監査法人の業務執行社員と当社の間には公認会計士法の規定

により記載すべき利害関係等はありません。

当期において業務執行した公認会計士の氏名、業務監査に係る補助者の構成は以下のとおりであります。

 
1.継続監査期間

　61年間 

(注)　上記記載の期間は、調査が著しく困難であったため、当社が株式上場した以後の期間について調査した

結果について記載したものであり、継続監査期間はこの期間を超える可能性があります。

 

業務執行社員のローテーションに関しては適切に実施されており、原則として連続して７会計期間を超えて監

査業務に関与しておりません。

なお、筆頭業務執行社員としては、連続して５会計期間を超えて監査業務に関与しておりません。

 
2.業務執行した公認会計士の氏名

指定有限責任社員　業務執行社員　　川口　宗夫　（当社に係る継続監査年数２年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　奥見　正浩　（当社に係る継続監査年数４年）

 

3.業務監査に係る補助者の構成

公認会計士６名、その他８名

 
4.監査法人の選定方針と理由

会計監査人の概要（法人の規模、品質管理体制、会社法上の欠格事由、監査法人の独立性）、監査の実施体　

制（監査計画が会社の事業内容に対応するリスクを勘案した内容か）や監査報酬見積額が適切であるか等を総合

的に判断し選定しております。

監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合は、会計監査人の

解任又は不再任に関する議案の内容を決定し、取締役会は、当該決定に基づき、当該議案を株主総会に提出いた

します。

また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第1項各号に定める項目に該当すると認められる場合は、監査

役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に

招集される株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします
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5.監査役及び監査役会による監査法人の評価

監査役及び監査役会は、EY新日本有限責任監査法人との連携を密にし、互いの情報を共有する体制を構築して

おります。

また、会計監査人の品質管理、監査チーム、監査報酬等、監査役とのコミュニケーション、経営者との関係、

グループ監査、不正リスク等の項目について評価を行い、いずれの項目においても問題がないことを確認してお

り、会計監査人の職務は適切に行われているものと評価しております。

 

⑤監査報酬の内容等

1.監査公認会計士等に対する報酬の内容

 

区分
前連結会計年度 当連結会計年度

監査証明業務に
基づく報酬(百万円)

非監査業務に
基づく報酬(百万円)

監査証明業務に
基づく報酬(百万円)

非監査業務に
基づく報酬(百万円)

提出会社 25 ― 26 ―

連結子会社 ― ― ― ―

計 25 ― 26 ―
 

 

2.監査公認会計士等と同一のネットワークに対する報酬（1．を除く）

該当事項はありません。

 

3.その他の重要な監査証明業務に基づく報酬の内容

該当事項はありません。

 

4.監査報酬の決定方針

監査計画の内容及び監査日数等を検討して決定しております。

 

5.監査役会が監査報酬に同意した理由

監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況や報酬見積りの算出根拠などを確認し、

検討した上で、会計監査人の報酬等につき、会社法第399条第1項の同意をいたしました。

 

EDINET提出書類

佐田建設株式会社(E00121)

有価証券報告書

34/97



 

(4) 【役員の報酬等】

 ①役員の報酬等

1.取締役の個人別の報酬等の内容の決定方針の事項

a.決定方針の決定方法

　2021年3月22日開催の取締役会において取締役の個人別の報酬等の内容の決定方針を決議しております。

　なお、当社は2024年６月26日開催の第75回定時株主総会の決議により監査等委員会設置会社に移行しており

ます。

 

b. 基本方針

　取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬は、企業価値向上を強く志向する体系及びインセンティ

ブが十分に機能するよう株主利益と連動した体系としております。

　報酬は、基本報酬と業績連動報酬により構成し、個々の取締役の報酬の決定に際しては各職責を踏まえた適

正な水準としております。

　業務執行取締役の報酬は、固定報酬としての基本報酬、業績連動報酬並びに非金銭報酬等により構成し、監

督機能を担う社外取締役及び監査等委員である取締役については、基本報酬のみとしております。

 

c.基本報酬の個人別の報酬額の決定に関する方針

　取締役（監査等委員である取締役を除く。）の基本報酬は、月例の固定報酬とし、役位、職責、在任年数に

応じて他社水準、当社の業績、従業員給与等の水準を総合的に勘案して決定しております。

 

d.業績連動報酬並びに非金銭報酬等の内容及び報酬額の決定に関する方針

　業績連動報酬は、事業年度毎の業績向上に対する意識を高めるため、連結営業利益の業績達成度合いに応じ

た現金報酬額を取締役会で決定し、賞与として、一定の時期に支給しております。連結営業利益を指標として

選択した理由は、当社グループにおいて連結営業利益を継続的な事業活動の結果が反映された指標として重視

していることによるものであります。

　なお、当事業年度における目標は、連結営業利益は1,180百万円であり、実績は、連結営業利益200百万円で

ありました。

　非金銭報酬等は、譲渡制限付株式（譲渡制限期間30年、報酬枠年額3,600万円以内、交付する普通株式の上限

として100,000株、割当決議時点の状況等を総合的に勘案）の付与を取締役会で決定し、一定の時期に支給して

おります。

　種類別の報酬割合は、役位に応じて設定する年額の総報酬額を基礎に、上位の役位ほど業績連動報酬の割合

を高く設定しております。

 

e.取締役の個人別の報酬等の内容についての決定に関する事項

　個人別の報酬額は、代表取締役社長　土屋三幸が、各取締役の基本報酬額及び業績連動報酬等を、報酬額の

決定方針に則り各取締役（監査等委員である取締役を除く。）の担当部門業績を踏まえ検討した結果として提

示し取締役会で決議したものであり、取締役会は、当事業年度における取締役の個人別の報酬等について、報

酬等の決定方法及び報酬等の内容が当該決定方針に沿うものであると判断しております。

 　なお、取締役会は、社外取締役の意見も反映し監督機能を十分に果たさなければならないものとしておりま

す。
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f.取締役の報酬等についての株主総会決議による定めに関する事項

　　　　当社取締役の報酬等の限度額は以下のとおり、決議されています。

対象者 報酬等の種類 限度額 株主総会決議
左記総会終結
時点の対象者

の員数

取締役（監査等委員で
ある取締役を除く。）

 

金銭報酬

年額180百万円
以内

（うち社外取
締役分24百万
円以内）

2024年6月26日開催の第75回定時
株主総会

８名
（うち社外取
締役２名）

取締役

(監査等委員である取締
役及び社外取締役を除
く)

株式報酬
年額36百万円
以内

2024年6月26日開催の第75回定時
株主総会

６名

監査等委員である取締
役

金銭報酬
年額36百万円
以内

2024年6月26日開催の第75回定時
株主総会

４名
 

 
2.提出会社の役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数

役員区分
報酬等の総額
(百万円)

報酬等の種類別の総額(百万円)
対象となる役員
の員数(名)

基本報酬 業績連動報酬等 非金銭報酬等

取締役
(社外取締役を除く)

57 43 9 4 7

監査役
(社外監査役を除く)

8 7 0 ― 1

社外役員 16 14 1 ― 6
 

 

（注）１．当社は、2024年６月26日開催の第75回定時株主総会の決議により監査等委員会設置会社へ移行しておりま

す。上記表については、当事業年度に関するものであり、監査等委員会設置会社へ移行前の内容を記載して

おります。

　　　２．移行前の取締役及び監査役の報酬等の限度額は以下のとおり、決議されています。

対象者 報酬等の種類 限度額 株主総会決議
左記総会終結
時点の対象者

の員数

取締役

(社外取締役を含む)
金銭報酬

年額180百万円
以内

2023年6月27日開催の第74回定時
株主総会

８名

取締役

(社外取締役を除く)
株式報酬

年額36百万円
以内

2020年6月25日開催の第71回定時
株主総会

６名

監査役 金銭報酬
年額36百万円
以内

2023年6月27日開催の第74回定時
株主総会

４名
 

 
3.提出会社の役員ごとの連結報酬等の総額等

連結報酬等の総額が１億円以上である者が存在しないため、記載しておりません。

 

4.使用人兼務役員の使用人給与のうち、重要なもの

 
総額(百万円)

対象となる役員
の員数(名)

内容

28 6 業務執行に係る給与
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(5) 【株式の保有状況】

①　投資株式の区分の基準及び考え方

当社は、保有目的が純投資目的である投資株式を保有しておりません。純投資目的以外の投資株式について

は、取引先の株式を保有することで中長期的な関係維持、取引拡大等が可能となるものを保有対象としておりま

す。

 
②　保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式

ａ．保有方針及び保有の合理性を検証する方法並びに個別銘柄の保有の適否に関する取締役会等における検証の

内容

財務部門において、保有先企業との取引状況並びに保有先企業の財政状態、経営成績及び株価、配当等の状

況を確認し、保有目的の妥当性、中長期的な経済合理性及び将来の見通し等を経営会議で検証した上で、売却

を含めた保有の適否については、取締役会で判断しています。

 
ｂ．銘柄数及び貸借対照表計上額

 

 
銘柄数
(銘柄)

貸借対照表計上額の
合計額(百万円)

非上場株式 15 204

非上場株式以外の株式 2 52
 

 

（当事業年度において株式数が増加した銘柄）

 

 
銘柄数
（銘柄）

株式数の増加に係る取得
価額の合計額(百万円)

株式数の増加の理由

非上場株式 ― ― ―

非上場株式以外の株式 ― ― ―
 

　

（当事業年度において株式数が減少した銘柄）

 

 
銘柄数
（銘柄）

株式数の減少に係る売却
価額の合計額(百万円)

非上場株式 ― ―

非上場株式以外の株式 ― ―
 

 

ｃ．特定投資株式及びみなし保有株式の銘柄ごとの株式数、貸借対照表計上額等に関する情報

 

特定投資株式

 

銘柄

当事業年度 前事業年度

保有目的、定量的な保有効果
及び株式数が増加した理由

当社の株
式の保有
の有無

株式数(株) 株式数(株)

貸借対照表計上額
(百万円)

貸借対照表計上額
(百万円)

㈱ワークマン
11,000 11,000 営業上取引先の取引関係強化のため。

他社株転換可能債の株式転換による取得。
無

44 61

第一生命ホール
ディングス㈱

2,000 2,000
営業上取引先の取引関係強化のため。 無

7 4
 

（注）１ 定量的な保有効果については記載が困難であります。保有の合理性について、定期的に個別銘柄ごとに保有

目的、経済合理性、取引状況等により検証しております。
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みなし保有株式

該当事項はありません。

 
③　保有目的が純投資目的である投資株式

　　　　該当事項はありません。

 
④　当事業年度中に投資株式の保有目的を純投資目的から純投資目的以外の目的に変更したもの

　　　　該当事項はありません。

 
⑤　当事業年度中に投資株式の保有目的を純投資目的以外の目的から純投資目的に変更したもの

　　　　該当事項はありません。
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第５ 【経理の状況】

 

１　連結財務諸表及び財務諸表の作成方法について

(1)当社の連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号)に準

拠して作成し、「建設業法施行規則」(昭和24年建設省令第14号)に準じて記載しております。

 

(2)当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号)第２条の規

定に基づき、同規則及び「建設業法施行規則」(昭和24年建設省令第14号)により作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、連結会計年度(2023年４月１日から2024年３月31日ま

で)及び事業年度(2023年４月１日から2024年３月31日まで)の連結財務諸表及び財務諸表について、EY新日本有限責任

監査法人により監査を受けております。

 

３  連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて

当社は、以下のとおり連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みを行っております。

  ①  会計基準等の内容を適切に把握できる体制を整備するため、公益財団法人財務会計基準機構へ加入し、

    最新の基準等を入手して連結財務諸表等に反映しております。

  ②  将来の指定国際会計基準の適用に備え、セミナーへの参加及び書籍の購読を行っております。
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１ 【連結財務諸表等】

(1) 【連結財務諸表】

①【連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 12,394 13,936

  受取手形 101 96

  完成工事未収入金 8,600 5,901

  売掛金 102 115

  未成工事支出金 15 10

  材料貯蔵品 81 82

  未収入金 243 623

  未収還付法人税等 - 298

  未収消費税等 - 131

  その他 42 58

  流動資産合計 21,581 21,255

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 3,910 3,918

    減価償却累計額 △3,000 △3,065

    建物及び構築物（純額） ※1  909 ※1  852

   機械装置及び運搬具 704 757

    減価償却累計額 △356 △450

    機械装置及び運搬具（純額） 348 306

   工具、器具及び備品 302 611

    減価償却累計額 △259 △564

    工具、器具及び備品（純額） 42 46

   土地 ※2  2,705 ※2  2,705

   その他 111 118

    減価償却累計額 △66 △60

    その他（純額） 45 57

   有形固定資産合計 4,051 3,968

  無形固定資産   

   ソフトウエア 25 29

   電話加入権 31 31

   その他 256 234

   無形固定資産合計 312 295

  投資その他の資産   

   投資有価証券 429 415

   破産更生債権等 1 -

   繰延税金資産 345 302

   その他 61 60

   貸倒引当金 △1 -

   投資その他の資産合計 836 777

  固定資産合計 5,200 5,041

 資産合計 26,781 26,297
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           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形 2,350 -

  工事未払金 3,498 4,619

  買掛金 143 97

  短期借入金 250 282

  1年内償還予定の社債 30 530

  未払金 131 155

  未払法人税等 644 -

  未成工事受入金 1,031 2,766

  未払消費税等 281 -

  完成工事補償引当金 67 65

  賞与引当金 606 375

  役員賞与引当金 19 12

  工事損失引当金 213 406

  その他 421 729

  流動負債合計 9,689 10,039

 固定負債   

  社債 730 200

  長期借入金 260 278

  長期未払金 3 4

  再評価に係る繰延税金負債 ※3  391 ※3  391

  退職給付に係る負債 99 92

  その他 33 46

  固定負債合計 1,518 1,012

 負債合計 11,207 11,051

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,886 1,886

  資本剰余金 2,048 2,048

  利益剰余金 10,891 10,568

  自己株式 △100 △95

  株主資本合計 14,725 14,407

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △3 △13

  土地再評価差額金 ※4  851 ※4  851

  その他の包括利益累計額合計 847 837

 純資産合計 15,573 15,245

負債純資産合計 26,781 26,297
 

EDINET提出書類

佐田建設株式会社(E00121)

有価証券報告書

41/97



② 【連結損益計算書及び連結包括利益計算書】

【連結損益計算書】

           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
　至 2024年３月31日)

売上高   

 完成工事高 29,666 25,499

 兼業事業売上高 454 583

 売上高合計 30,121 26,083

売上原価   

 完成工事原価 ※1  26,252 ※1  23,855

 兼業事業売上原価 401 504

 売上原価合計 26,653 24,359

売上総利益   

 完成工事総利益 3,414 1,644

 兼業事業総利益 53 79

 売上総利益合計 3,467 1,723

販売費及び一般管理費 ※2  1,644 ※2  1,523

営業利益 1,823 200

営業外収益   

 受取利息及び配当金 2 2

 保険配当金 3 4

 不動産賃貸料 5 5

 補助金収入 9 -

 その他 6 5

 営業外収益合計 28 18

営業外費用   

 支払利息 6 7

 社債発行費 7 -

 損害賠償金 3 -

 その他 1 1

 営業外費用合計 18 8

経常利益 1,833 210

特別利益   

 固定資産売却益 ※3  0 ※3  3

 投資有価証券償還益 14 -

 特別利益合計 15 3

特別損失   

 固定資産売却損 ※4  0 -

 投資有価証券評価損 - 29

 特別損失合計 0 29

税金等調整前当期純利益 1,847 183

法人税、住民税及び事業税 720 61

法人税等調整額 △198 47

法人税等合計 521 108

当期純利益 1,325 75

親会社株主に帰属する当期純利益 1,325 75
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【連結包括利益計算書】

           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
　至 2024年３月31日)

当期純利益 1,325 75

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △6 △10

 その他の包括利益合計 ※1  △6 ※1  △10

包括利益 1,318 64

（内訳）   

 親会社株主に係る包括利益 1,318 64
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③【連結株主資本等変動計算書】

 前連結会計年度(自 2022年４月１日　至 2023年３月31日)

 (単位：百万円)

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,886 2,048 9,651 △2 13,583

当期変動額      

剰余金の配当   △201  △201

親会社株主に帰属する

当期純利益
  1,325  1,325

自己株式の取得    △99 △99

譲渡制限付株式報酬  0  1 1

土地再評価差額金の取

崩
  116  116

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
     

当期変動額合計 ― 0 1,240 △98 1,142

当期末残高 1,886 2,048 10,891 △100 14,725
 

 

 

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
土地再評価差額金

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 3 967 971 ― 14,554

当期変動額      

剰余金の配当     △201

親会社株主に帰属する

当期純利益
    1,325

自己株式の取得     △99

譲渡制限付株式報酬     1

土地再評価差額金の取

崩
    116

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△6 △116 △123  △123

当期変動額合計 △6 △116 △123 ― 1,019

当期末残高 △3 851 847 ― 15,573
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 当連結会計年度(自 2023年４月１日　至 2024年３月31日)

 (単位：百万円)

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,886 2,048 10,891 △100 14,725

当期変動額      

剰余金の配当   △397  △397

親会社株主に帰属する

当期純利益
  75  75

自己株式の取得    △0 △0

譲渡制限付株式報酬  △0  4 4

土地再評価差額金の取

崩
     

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
     

当期変動額合計 ― △0 △322 4 △318

当期末残高 1,886 2,048 10,568 △95 14,407
 

 

 

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
土地再評価差額金

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 △3 851 847 ― 15,573

当期変動額      

剰余金の配当     △397

親会社株主に帰属する

当期純利益
    75

自己株式の取得     △0

譲渡制限付株式報酬     4

土地再評価差額金の取

崩
    ―

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△10  △10  △10

当期変動額合計 △10 ― △10 ― △328

当期末残高 △13 851 837 ― 15,245
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
　至 2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前当期純利益 1,847 183

 減価償却費 154 167

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △46 △1

 完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △9 △1

 賞与引当金の増減額（△は減少） 240 △231

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） 11 △7

 工事損失引当金の増減額（△は減少） 115 192

 債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △78 -

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △2 △7

 破産更生債権等の増減額（△は増加） 46 1

 受取利息及び受取配当金 △2 △2

 支払利息 6 7

 社債発行費 7 -

 固定資産売却損益（△は益） △0 △3

 投資有価証券評価損益（△は益） - 29

 投資有価証券償還損益（△は益） △14 -

 売上債権の増減額（△は増加） 1,135 2,690

 未成工事支出金の増減額（△は増加） 0 5

 棚卸資産の増減額（△は増加） 4 △1

 仕入債務の増減額（△は減少） △273 △1,250

 未成工事受入金の増減額（△は減少） △652 1,735

 その他 572 △538

 小計 3,061 2,965

 利息及び配当金の受取額 3 2

 利息の支払額 △6 △7

 法人税等の支払額 △150 △954

 営業活動によるキャッシュ・フロー 2,907 2,007

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △182 △23

 有形固定資産の売却による収入 178 3

 無形固定資産の取得による支出 △8 △12

 投資有価証券の取得による支出 △10 △30

 投資有価証券の償還による収入 2 -

 その他 △2 △35

 投資活動によるキャッシュ・フロー △21 △97

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 300 100

 長期借入金の返済による支出 △42 △50

 社債の発行による収入 192 -

 社債の償還による支出 △730 △30

 自己株式の取得による支出 △99 △0

 配当金の支払額 △201 △397

 その他 △20 9

 財務活動によるキャッシュ・フロー △601 △367

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,285 1,541

現金及び現金同等物の期首残高 10,029 12,314

現金及び現金同等物の期末残高 ※1  12,314 ※1  13,856
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【注記事項】

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１　連結の範囲に関する事項

すべての子会社を連結しております。

連結子会社の数　　　　4社

連結子会社の名称

佐田道路株式会社

株式会社島田組

株式会社リフォーム群馬

彩光建設株式会社

なお、前連結会計年度において連結子会社でありました株式会社前橋機材センターは、2023年４月１日付で当

社と合併したため、連結の範囲から除外しております。

２　持分法の適用に関する事項

持分法を適用する対象会社はありません。

３　連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

４　会計方針に関する事項

(1)　資産の評価基準及び評価方法

有価証券

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

なお、組込デリバティブを区分して測定することができない複合金融商品は、全体を時価評価しておりま

す。

市場価格のない株式等　

移動平均法による原価法

棚卸資産

通常の販売目的で保有する棚卸資産の評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によってお

ります。

未成工事支出金

個別法による原価法

材料貯蔵品

最終仕入原価法

(2)　固定資産の減価償却の方法

有形固定資産（リース資産を除く）

定率法によっております。

ただし、建物(建物附属設備を除く)並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については

定額法によっております。なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準に

よっております。

無形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっております。

なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。また、自社利用のソフ

トウエアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法によっております。

リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっております。

少額減価償却資産

取得価額が10万円以上20万円未満の資産については、各事業年度毎に一括して３年間で均等償却を行っており

ます。

長期前払費用
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定額法によっております。

なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。

(3)　引当金の計上基準

貸倒引当金

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

完成工事補償引当金

完成工事に係る契約不適合補修等の費用に備えるため、過去の完成工事補償実績に基づいた将来の補償見込額

を計上しております。

賞与引当金

従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額のうち、当連結会計年度に帰属する額を計上しております。

役員賞与引当金

役員の賞与支給に備えるため、支給見込額のうち、当連結会計年度に帰属する額を計上しております。

工事損失引当金

受注工事の損失発生に備えるため、当連結会計年度末における手持ち受注工事のうち、翌期以降に損失の発生

が見込まれ、かつ金額を合理的に見積もることのできる工事について、損失見積額を計上しております。

債務保証損失引当金

債務保証の履行による損失に備えるため、債務保証先の財政状態及び損益状況を勘案して、損失負担見込額を

計上しております。

(4) 退職給付に係る会計処理の方法

退職給付に係る会計処理

連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職

給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

(5)　収益及び費用の計上基準

当社グループは建設事業（土木関連・建築関連）を主な内容とした事業活動を展開しております。

顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び収益を認識する通常の時点

は以下のとおりであります。

一定の期間にわたり充足される履行義務は、期間がごく短い工事を除き、履行義務の充足に係る進捗度を見積

り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識し、一時点で充足される履行義務は、工事完了時に収益

を認識することとしております。なお、履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、見積総原価に対する発

生原価の割合(インプット法)で算出しております。

(6)　連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価格の変動について僅少なリスクしか負

わない取得日から３か月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

(7) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

繰延資産の処理方法

　社債発行費は支出時に全額費用として処理しております。

建設工事の共同企業体（JV）に係る会計処理

　主として構成員の出資割合に応じて資産、負債、収益及び費用を認識する方法によっております。
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(重要な会計上の見積り)

1.一定の期間にわたり収益を認識した完成工事高

(1) 当連結会計年度の連結財務諸表に計上した金額

  （百万円）

 前連結会計年度 当連結会計年度

完成工事高 19,082 15,456
 

 

(2) 会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報

 当社グループは、当連結会計年度末までの進捗部分について、期間がごく短い工事を除き、一定の期間にわたり

履行義務が充足されると判断し履行義務の充足に係る進捗度に基づき収益を認識しております。進捗度の測定は、

各報告期間の期末日までに発生した工事原価が、予想される工事原価総額に占める割合に基づいて行っておりま

す。工事原価総額の見積りは実行予算によって行います。

　工事原価総額の見積もりに用いた仮定には、気象条件、施工条件、資機材価格、作業効率等さまざまな要素があ

ります。それら主要な仮定について適時・適切に見積りを行っておりますが、主要な仮定が変動した場合、翌連結

会計年度の完成工事高が増減する可能性があります。

 

2.繰延税金資産

(1) 当連結会計年度の連結財務諸表に計上した金額

  （百万円）

 前連結会計年度 当連結会計年度

繰延税金資産 345 302
 

 

(2) 会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報

　当社グループは、将来減算一時差異に対して、将来の課税所得が十分に見込まれる範囲で繰延税金資産を計上し

ています。将来の課税所得の見積りに際して、受注見込高や工事利益率等を主要な仮定として、一時差異のスケ

ジューリングを考慮して回収可能性を見積っております。

　翌連結会計年度以降、主要な仮定に変動が生じ、将来の課税所得の見積額が影響を受けた場合、繰延税金資産が

増減し、当社グループの業績及び財務状況に影響を及ぼす可能性があります。
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(連結貸借対照表関係)

１　担保資産

下記の資産を担保に供しております。なお、前連結会計年度に対応する債務は、短期借入金50百万円、当連結会計

年度に対応する債務は、短期借入金50百万円であります。

 

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

※１建物 674百万円 630百万円

※２土地 2,413 〃 2,413 〃

計 3,088百万円 3,043百万円
 

 

２ ※２、※３、※４事業用土地再評価

(前連結会計年度)

土地の再評価に関する法律(平成10年３月31日公布法律第34条)に基づき、事業用の土地の再評価を行っておりま

す。

再評価差額については、改正土地再評価法(平成11年３月31日改正)第７条第１項及び第２項の規定により、当該評

価差額に係る税金相当額391百万円を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金額

851百万円を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。

再評価を行った年月日 2000年３月31日

再評価を行った土地の当期末における時価と
再評価後の帳簿価額との差額

△953百万円

 

同法第３条第３項に定める再評価の方法

土地の再評価に関する法律施行令(平成10年３月31日公布政令第119号)第２条第４号に定める「地価税法第16条に

規定する地価税の課税価格の計算の基礎となる土地の価額を算定するために国税庁長官が定めて公表した方法に

より算出した価額」に合理的な調整を行って算出しております。

 

(当連結会計年度)

土地の再評価に関する法律(平成10年３月31日公布法律第34条)に基づき、事業用の土地の再評価を行っておりま

す。

再評価差額については、改正土地再評価法(平成11年３月31日改正)第７条第１項及び第２項の規定により、当該評

価差額に係る税金相当額391百万円を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金額

851百万円を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。

再評価を行った年月日 2000年３月31日

再評価を行った土地の当期末における時価と
再評価後の帳簿価額との差額

△939百万円

 

同法第３条第３項に定める再評価の方法

土地の再評価に関する法律施行令(平成10年３月31日公布政令第119号)第２条第４号に定める「地価税法第16条に

規定する地価税の課税価格の計算の基礎となる土地の価額を算定するために国税庁長官が定めて公表した方法に

より算出した価額」に合理的な調整を行って算出しております。

 
３　収益認識関係

契約資産については「流動資産」の「完成工事未収入金」、契約負債については「流動負債」の「未成工事受入

金」に計上しています。契約資産及び契約負債の金額は、「第５ 経理の状況　１ 連結財務諸表等（１)連結財務諸

表　注記事項　収益認識関係　３顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フロー

との関係並びに当連結会計年度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる

収益の金額及び時期に関する情報　①契約資産及び契約負債の残高等」に記載しています。

 
 

EDINET提出書類

佐田建設株式会社(E00121)

有価証券報告書

50/97



 

(連結損益計算書関係)

１　※１売上原価に含まれている工事損失引当金繰入額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

213百万円 291百万円
 

 

２　※２販売費及び一般管理費の主な内訳は、次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

役員賞与引当金繰入額 19百万円 12百万円

従業員給与手当 581 〃 515 〃

賞与引当金繰入額 166 〃 112 〃

退職給付費用 18 〃 21 〃
 

なお、販売費及び一般管理費に含まれる研究開発費は、軽微であります。

 
３　※３固定資産売却益の内容は、次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

機械装置及び運搬具 ―百万円 3百万円

土地 0 〃 ― 〃

計 0 〃 3 〃
 

 
４　※４固定資産売却損の内訳は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

土地 0百万円 ―百万円

計 0 〃 ― 〃
 

 
５　顧客との契約から生じる収益

売上高については、顧客との契約から生じる収益及びそれ以外の収益を区分して記載しておりません。顧客との

契約から生じる収益の金額は、連結財務諸表「注記事項（セグメント情報等）」に記載しております。

 
(連結包括利益計算書関係)

１　※１その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

(単位：百万円)

 
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

その他有価証券評価差額金   

 当期発生額 △9 △14

 組替調整額 ― ―

   税効果調整前 △9 △14

   税効果額 2 4

   その他有価証券評価差額金 △6 △10

その他の包括利益合計 △6 △10
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(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度(自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 15,521,233 ― ― 15,521,233
 

　
２　自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 5,102 212,800 4,000 213,902
 

　
（変動事由の概要）

増加数の内訳は、次のとおりであります。

　2022年11月28日開催の取締役会において決議した自己株式取得による増加212,800株

 
減少数の内訳は、次のとおりであります。

　譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分による減少4,000 株

 
３　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

2022年６月24日
定時株主総会

普通株式 201 13.00 2022年３月31日 2022年６月27日
 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2023年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 397 26.00 2023年３月31日 2023年６月28日
 

 
当連結会計年度(自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 15,521,233 ― ― 15,521,233
 

　
２　自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 213,902 4 10,000 203,906
 

　
（変動事由の概要）

増加数の内訳は、次のとおりであります。

 単元未満株式の買取りによる増加4株

減少数の内訳は、次のとおりであります。

　譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分による減少10,000株

 
３　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

2023年６月27日
定時株主総会

普通株式 397 26.00 2023年３月31日 2023年６月28日
 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2024年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 398 26.00 2024年３月31日 2024年６月26日
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(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

１　※１現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

現金預金勘定 12,394百万円 13,936百万円

預入期間が３か月を
超える定期預金

△80　〃 △80　〃

現金及び現金同等物 12,314百万円 13,856百万円
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(金融商品関係)

１　金融商品の状況に関する事項

当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、銀行等金融機関からの借入及び社債により資金

を調達しております。

受取手形及び完成工事未収入金に係る顧客の信用リスクは、リスク管理基本規程に沿ってリスク低減を図ってお

ります。また、投資有価証券は主として株式及び債券であり、時価のある有価証券については四半期ごとに時価の

把握を行っております。

借入金の使途は運転資金であります。

 
２　金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

営業債権である受取手形、完成工事未収入金及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。当該リスク

に関しては、当社の経理規定に従い、取引先ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況を定期的又は随時

に把握することにより、その低減を図っております。連結子会社についても、当社の経理規定に準じて、同様の管

理を行っております。

投資有価証券は株式及び債券であり、市場価格の変動リスクに晒されておりますが、定期的に時価や発行体の財

務状況等を把握しております。なお、債券は組込デリバティブと一体処理した複合金融商品であります。

営業債務である支払手形、工事未払金及び買掛金は、１年以内の支払期日であります。

短期借入金は主に運転資金に係る資金調達であります。

ファイナンス・リース取引に係るリース債務は、主に設備投資に係る資金調達であり、償還日は最長で決算日後

４年３ヶ月であります。

また、営業債務や借入金、リース債務は、流動性リスクに晒されておりますが、当社グループでは、適時に資金

繰計画を作成するなどの方法により管理しております。

なお、デリバティブ取引は行っておりません。

 
３　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価の算定においてには変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、

当該価額が変動することがあります。

 
前連結会計年度(自　2022年４月１日　至　2023年３月31日)

１　金融商品の時価等に関する事項

2023年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のと

おりであります。

(単位：百万円)

 
連結貸借対照表

計上額
時価 差額

(1) 投資有価証券（その他有価証券）
（※2）

194 194 ―

資産計 194 194 ―

(1) 社債（※3） 760 759 △0

(2) 長期借入金（※4） 310 309 △0

負債計 1,070 1,069 △0
 

(※1)「現金預金」「受取手形」「完成工事未収入金」「支払手形」「工事未払金」「短期借入金」「未成工事受入

金」については、現金であること、及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることか

ら、記載を省略しております。

(※2)組込デリバティブを合理的に区分して測定できないため、当該複合金融商品全体を時価評価し、投資有価証券に

含めております。

(※3)社債は一年以内償還予定の社債が含まれております。

(※4)長期借入金は一年以内返済予定の長期借入金が含まれております。

(注１)　市場価格のない株式等

非上場株式（連結貸借対照表計上額235百万円）は、市場価格がないため、「(1)投資有価証券 （その他有価証

券）」には含めておりません。

(注２)　満期のある金銭債権及び有価証券の連結決算日後の償還予定額
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(単位：百万円)

 １年以内
１年超
５年以内

５年超
10年以内

10年超

現金預金 12,394 ― ― ―

受取手形 101 ― ― ―

完成工事未収入金 8,600 ― ― ―

合計 21,096 ― ― ―
 

(注３)　長期借入金及びその他の有利子負債の連結決算日後の返済予定額

(単位：百万円)

 １年以内
１年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内

５年超

短期借入金 200 ― ― ― ― ―

社債 30 530 200 ― ― ―

長期借入金 50 50 140 40 30 ―

合計 280 580 340 40 30 ―
 

 

２　金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分

類しております。

レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価

レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを使用して算定した時価

レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属す

るレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

 
①時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債

区分
時価（百万円）

レベル１ レベル2 レベル3 合計

投資有価証券     
株式 66 ― ― 66

債券 ― ― 127 127
 

 
②時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債

区分
時価（百万円）

レベル１ レベル2 レベル3 合計

社債 ― 759 ― 759

長期借入金 ― 309 ― 309
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（注１）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

 
投資有価証券

上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価をレ

ベル１の時価に分類しております。また、債券については純資産に基づく評価モデルもしくは、その他の適切な

評価技法を用いて測定しています。観察できない時価の算定に係るインプットを使用しているため、レベル3の時

価に分類しております。

 
社債（１年内償還予定の社債を含む）

社債の時価は、市場価格のない社債であり、元利金の合計額を同様の社債を発行した場合に適用されると考え

られる利率で割り引いて現在価値を算定しており、レベル２の時価に分類しております。

 
長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）

元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いて算定する方法によって算定して

おり、レベル２の時価に分類しております。
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当連結会計年度(自　2023年４月１日　至　2024年３月31日)

１　金融商品の時価等に関する事項

2024年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のと

おりであります。

(単位：百万円)

 
連結貸借対照表

計上額
時価 差額

(1) 投資有価証券（その他有価証券）
（※2）

209 209 ―

資産計 209 209 ―

(1) 社債（※3） 730 729 △0

(2) 長期借入金（※4） 360 359 △0

負債計 1,090 1,089 △0
 

(※1)「現金預金」「受取手形」「完成工事未収入金」「工事未払金」「短期借入金」「未成工事受入金」について

は、現金であること、及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省

略しております。

(※2)組込デリバティブを合理的に区分して測定できないため、当該複合金融商品全体を時価評価し、投資有価証券に

含めております。

(※3)社債は一年以内償還予定の社債が含まれております。

(※4)長期借入金は一年以内返済予定の長期借入金が含まれております。

(注１)　市場価格のない株式等

非上場株式（連結貸借対照表計上額205百万円）は、市場価格がないため、「(1)投資有価証券 （その他有価証

券）」には含めておりません。

(注２)　満期のある金銭債権及び有価証券の連結決算日後の償還予定額

(単位：百万円)

 １年以内
１年超
５年以内

５年超
10年以内

10年超

現金預金 13,936 ― ― ―

受取手形 96 ― ― ―

完成工事未収入金 5,901 ― ― ―

合計 19,934 ― ― ―
 

(注３)　長期借入金及びその他の有利子負債の連結決算日後の返済予定額

(単位：百万円)

 １年以内
１年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内

５年超

短期借入金 200 ― ― ― ― ―

社債 530 200 ― ― ― ―

長期借入金 82 172 76 30 ― ―

合計 812 372 76 30 ― ―
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２　金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分

類しております。

レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価

レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを使用して算定した時価

レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属す

るレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

 
①時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債

区分
時価（百万円）

レベル１ レベル2 レベル3 合計

投資有価証券     
株式 52 ― ― 52

債券 ― ― 157 157
 

 
②時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債

区分
時価（百万円）

レベル１ レベル2 レベル3 合計

社債 ― 729 ― 729

長期借入金 ― 359 ― 359
 

（注１）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

 
投資有価証券

上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価をレ

ベル１の時価に分類しております。また、債券については純資産に基づく評価モデルもしくは、その他の適切な

評価技法を用いて測定しています。観察できない時価の算定に係るインプットを使用しているため、レベル3の時

価に分類しております。

 
社債（１年内償還予定の社債を含む）

社債の時価は、市場価格のない社債であり、元利金の合計額を同様の社債を発行した場合に適用されると考え

られる利率で割り引いて現在価値を算定しており、レベル２の時価に分類しております。

 
長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）

元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いて算定する方法によって算定して

おり、レベル２の時価に分類しております。
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(有価証券関係)

前連結会計年度(自　2022年４月１日　至　2023年３月31日)

１　その他有価証券で時価のあるもの

（単位　百万円）

区分 連結貸借対照表計上額 取得原価 差　　額

(1)連結貸借対照表計上額が取得
原価を超えるもの

   

株　式 4 2 2

小　　計 4 2 2

(2)連結貸借対照表計上額が取得
原価を超えないもの

   

株　式 61 66 △4

債　券 127 130 △2

小　　計 189 196 △6

合　　計 194 199 △4
 

表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。

 

当連結会計年度(自　2023年４月１日　至　2024年３月31日)

１　その他有価証券で時価のあるもの

（単位　百万円）

区分 連結貸借対照表計上額 取得原価 差　　額

(1)連結貸借対照表計上額が取得
原価を超えるもの

   

株　式 7 2 4

小　　計 7 2 4

(2)連結貸借対照表計上額が取得
原価を超えないもの

   

株　式 44 66 △21

債　券 157 160 △2

小　　計 201 226 △24

合　　計 209 229 △19
 

表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。
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２．連結会計年度中に売却したその他有価証券

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

（単位　百万円）

種類 売却額 売却益の合計額 売却損の合計額

株式 ― ― ―

合計 ― ― ―
 

　

当連結会計年度(自　2023年４月１日　至　2024年３月31日)

（単位　百万円）

種類 売却額 売却益の合計額 売却損の合計額

株式 ― ― ―

合計 ― ― ―
 

 
３．減損処理を行った有価証券

　　前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

　　　　該当事項はありません。

 
当連結会計年度(自　2023年４月１日　至　2024年３月31日)

　　　　該当事項はありません。

 
 
(デリバティブ取引関係)

前連結会計年度(自　2022年４月１日　至　2023年３月31日)

１．ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引

　複合金融商品関連

　組込デリバティブを区分して測定できない複合金融商品については、全体を時価評価し、「注記事項（有価

証券関係）」に含めて記載しております。

 

２．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引

該当事項はありません。

 

当連結会計年度(自　2023年４月１日　至　2024年３月31日)

１．ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引

　複合金融商品関連

　組込デリバティブを区分して測定できない複合金融商品については、全体を時価評価し、「注記事項（有価

証券関係）」に含めて記載しております。

 

２．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引

該当事項はありません。
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(退職給付関係)

１．採用している退職給付制度の概要

当社は、確定拠出年金企業型年金規約について厚生労働大臣の承認を受け、2011年４月１日から確定拠出年金制度

を採用しております。また、従業員の退職等に際して割増退職金を支払う場合があります。

連結子会社については、退職一時金制度等を採用しております。

　

２．簡便法を適用した確定給付制度

(1) 簡便法を適用した制度の、退職給付に係る負債の期首残高と期末残高の調整表

（百万円）

 
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

退職給付に係る負債の期首残高 101 99

退職給付費用 13 11

退職給付の支払額 △14 △13

合併による減少額 ― △4

制度への拠出額 △1 △0

退職給付に係る負債の期末残高 99 92
 

　

(2) 退職給付債務及び年金資産の期末残高と連結貸借対照表に計上された退職給付に係る負債及び退職給付に係る資

産の調整表
（百万円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

積立型制度の退職給付債務 132 111

年金資産 △32 △19

 99
92
 

非積立型制度の退職給付債務 ― ―

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 99 92

   

退職給付に係る負債 99 92

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 99 92
 

　

(3) 退職給付費用

簡便法で計算した退職給付費用は、前連結会計年度13百万円、当連結会計年度11百万円であります。

　

３．確定拠出制度

当社の確定拠出制度への要拠出額は、前連結会計年度52百万円、当連結会計年度57百万円であります。

 

 

(ストック・オプション等関係)

前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

該当事項はありません。
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(税効果会計関係)

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

繰延税金資産   

貸倒引当金 0百万円 ―百万円

投資有価証券・会員権評価損 　16　〃 　25　〃

退職給付に係る負債 　35　〃 34　〃

賞与引当金 　189　〃 　118　〃

その他 　179　〃 　187　〃

繰延税金資産小計 421百万円 366百万円

将来減算一時差異等の合計に係
る評価性引当額

　△39　〃 　△33　〃

評価性引当額小計 △39　〃 △33　〃

繰延税金資産合計 381百万円 332百万円

繰延税金負債   

土地再評価差額金他 36百万円 36百万円

その他有価証券評価差額金 ― 〃 △5 〃

繰延税金負債合計 36百万円 30百万円

繰延税金資産の純額 345百万円 302百万円
 

 

 
２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別の内訳

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

法定実効税率 30.5 ％ 30.5 ％

(調整)   

永久に損金に算入されない項目 0.3　〃 2.8　〃

永久に益金に算入されない項目 △1.5　〃 △12.9　〃

住民税均等割等 0.7　〃 7.0　〃

評価性引当額等 △1.7　〃 31.8　〃

税効果会計適用後の法人税等の
負担率

28.3 ％ 59.2 ％
 

 

 
３　法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理

当社及び連結子会社は、グループ通算制度を適用しております。また、「グループ通算制度を適用する場合の会

計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日）に従って、法人税及び地方法人税の会

計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理並びに開示を行っております。
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(資産除去債務関係)

前連結会計年度（2023年３月31日）

該当事項はありません。　

 
当連結会計年度（2024年３月31日）

該当事項はありません。

 

(賃貸等不動産関係)

前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

該当事項はありません。
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(収益認識関係)

１ 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

２ 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項に関する注記　４会計方針に関する事項(5)収益及び費用の計上

基準に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

 
３　顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当連結会計年度

末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に関する情

報

 
前連結会計年度(自　2022年４月１日　至　2023年３月31日)

①契約資産及び契約負債の残高等

　当連結会計年度における顧客との契約から計上された売上債権、契約資産及び契約負債の期首及び期末残高は下

記のとおりです。なお、連結貸借対照表上、売上債権は「受取手形」、「完成工事未収入金」、「売掛金」に、契

約資産は「完成工事未収入金」に、契約負債は「未成工事受入金」に含めております。

 
 （単位：百万円）

 当連結会計年度

期首残高 期末残高

売上債権 6,984 4,656

契約資産 2,955 4,147

契約負債 1,683 1,031
 

 
契約資産は、主に顧客との工事契約について期末日時点で履行義務を充足しているが未請求の建設工事に係る対

価に対する当社及び連結子会社の権利に関するものであります。契約資産は、対価に対する当社及び連結子会社の

権利が無条件になった時点で顧客との契約から生じた債権に振り替えられます。建設工事に関する対価は、それぞ

れの契約ごとの支払い条件に従い請求し、受領しています。

契約負債は、顧客との工事契約について、支払条件に基づき顧客から受け取った前受金に関するものでありま

す。なお、契約負債は、収益の認識に伴い取り崩されます。

当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、1,683百万円でありま

す。また、契約資産の増減は、主として収益認識（契約資産の増加）と、売上債権への振替（同、減少）により生

じたものであります。契約負債の増減は、主として未成工事受入金の受取り（契約負債の増加）と収益認識（同、

減少）により生じたものであります。

過去の期間に充足した履行義務から、当連結会計年度に認識した収益の額に重要性はありません。
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当連結会計年度(自　2023年４月１日　至　2024年３月31日)

①契約資産及び契約負債の残高等

　当連結会計年度における顧客との契約から計上された売上債権、契約資産及び契約負債の期首及び期末残高は下

記のとおりです。なお、連結貸借対照表上、売上債権は「受取手形」、「完成工事未収入金」、「売掛金」に、契

約資産は「完成工事未収入金」に、契約負債は「未成工事受入金」に含めております。

 
 （単位：百万円）

 当連結会計年度

期首残高 期末残高

売上債権 4,656 3,249

契約資産 4,147 2,864

契約負債 1,031 2,766
 

 
契約資産は、主に顧客との工事契約について期末日時点で履行義務を充足しているが未請求の建設工事に係る対

価に対する当社及び連結子会社の権利に関するものであります。契約資産は、対価に対する当社及び連結子会社の

権利が無条件になった時点で顧客との契約から生じた債権に振り替えられます。建設工事に関する対価は、それぞ

れの契約ごとの支払い条件に従い請求し、受領しています。

契約負債は、顧客との工事契約について、支払条件に基づき顧客から受け取った前受金に関するものでありま

す。なお、契約負債は、収益の認識に伴い取り崩されます。

当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、1,031百万円でありま

す。また、契約資産の増減は、主として収益認識（契約資産の増加）と、売上債権への振替（同、減少）により生

じたものであります。契約負債の増減は、主として未成工事受入金の受取り（契約負債の増加）と収益認識（同、

減少）により生じたものであります。

過去の期間に充足した履行義務から、当連結会計年度に認識した収益の額に重要性はありません。

 
４　残存履行義務に配分した取引価格

前連結会計年度(自　2022年４月１日　至　2023年３月31日)

　未充足（又は部分的に未充足）の履行義務は、2023年3月31日時点で14,011百万円であります。当該履行義務は、

主に土木・建築事業におけるものであり、履行義務の充足につれて1年から2年の間で収益を認識することを見込ん

でおります。

 
当連結会計年度(自　2023年４月１日　至　2024年３月31日)

　未充足（又は部分的に未充足）の履行義務は、2024年3月31日時点で23,637百万円であります。当該履行義務は、

主に土木・建築事業におけるものであり、履行義務の充足につれて1年から2年の間で収益を認識することを見込ん

でおります。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。　

当社は本社に土木・建築別の事業本部を置き、国内各支店等の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しており

ます。

また、経営管理を充実させる観点から、管理体制は「土木関連」、「建築関連」及び「兼業事業」の３つの区分

としております。

なお、「土木関連」は土木工事全般、「建築関連」は建築工事全般、「兼業事業」はアスファルト合材の販売な

どを行っております。

２  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と同一であります。

報告セグメントの利益は、売上総利益ベースの数値であります。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報及び収益の分解情報

前連結会計年度(自　2022年４月１日　至　2023年３月31日)

       (単位：百万円)

 
報告セグメント

合計
調整額
（注１）

連結損益計算書
計上額（注２）土木関連 建築関連 兼業事業 計

売上高        

官庁 9,103 2,237 ― 11,340 11,340 ― 11,340

民間 2,461 15,864 454 18,780 18,780 ― 18,780

顧客との契約から生じ
る収益

11,564 18,102 454 30,121 30,121 ― 30,121

その他の収益 ― ― ― ― ― ― ―

外部顧客への売上高 11,564 18,102 454 30,121 30,121 ― 30,121

セグメント間の内部売
上高又は振替高

― ― 333 333 333 △333 ―

計 11,564 18,102 787 30,454 30,454 △333 30,121

セグメント利益 2,418 996 103 3,518 3,518 △50 3,467

その他の項目        
 減価償却費 ― ― 73 73 73 ― 73

 

(注)１.セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去50百万円であります。

　　２.セグメント利益は、連結損益計算書の売上総利益と差異調整を行っております。

　　３.当社グループは、報告セグメントに資産を配分しておりません。

 

EDINET提出書類

佐田建設株式会社(E00121)

有価証券報告書

66/97



 

当連結会計年度(自　2023年４月１日　至　2024年３月31日)

       (単位：百万円)

 
報告セグメント

合計
調整額
（注１）

連結損益計算書
計上額（注２）土木関連 建築関連 兼業事業 計

売上高        

官庁 5,036 2,574 ― 7,610 7,610 ― 7,610

民間 2,211 15,677 583 18,472 18,472 ― 18,472

顧客との契約から生じ
る収益

7,248 18,251 583 26,083 26,083 ― 26,083

その他の収益 ― ― ― ― ― ― ―

外部顧客への売上高 7,248 18,251 583 26,083 26,083 ― 26,083

セグメント間の内部売
上高又は振替高

― ― 175 175 175 △175 ―

計 7,248 18,251 759 26,259 26,259 △175 26,083

セグメント利益 775 868 103 1,747 1,747 △23 1,723

その他の項目        
 減価償却費 ― ― 77 77 77 ― 77

 

(注)１.セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去23百万円であります。

　　２.セグメント利益は、連結損益計算書の売上総利益と差異調整を行っております。

　　３.当社グループは、報告セグメントに資産を配分しておりません。
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【関連情報】

前連結会計年度(自　2022年４月１日　至　2023年３月31日)

１  製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略し

ております。

２  地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３ 主要な顧客ごとの情報

（単位　百万円）

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

関東地方整備局 3,587 土木関連・建築関連
 

 
当連結会計年度(自　2023年４月１日　至　2024年３月31日)

１  製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略し

ております。

２  地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３ 主要な顧客ごとの情報

（単位　百万円）

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

㈱ヤオコー 2,780 土木関連・建築関連
 

 
【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

該当事項はありません。

 
【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

該当事項はありません。

 
【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

該当事項はありません。

 

当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

（株式会社前橋機材センターとの合併）

当社は、2022年12月19日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社前橋機材センター（以下

「㈱前橋機材センター」といいます。）を吸収合併（以下「本合併」といいます。）することを決議し、2022年

12月19日付で合併契約を締結し、2023年４月１日付で吸収合併しました。なお、本合併は、当社においては会社

法第796条第２項に規定する簡易合併であり、㈱前橋機材センターにおいては会社法第784条第１項に規定する略

式合併であるため、いずれも合併契約の承認に関する株主総会の承認を得ることなく行っています。

 

１．取引の概要

（１）結合当事企業の名称及びその事業の内容

結合当事企業の名称　㈱前橋機材センター

事業の内容　　　　　建設用資機材機器及び機械装置の賃貸及び販売 仮設足場の施工等

（２）企業結合日

2023年４月１日

（３）企業結合の法的形式

当社を存続会社、㈱前橋機材センターを消滅会社とする吸収合併方式です。

（４）結合後企業の名称

佐田建設株式会社

（５）その他取引に関する事項

①合併の目的

㈱前橋機材センターは主に建設用資機材機器及び機械装置の賃貸及び販売、仮設足場の施工等を行っ

ています。今般、グループ会社の経営資源集約と効率的な組織運営を図るため吸収合併することといた

しました。

②合併に係る割当内容

本合併は当社の完全子会社との合併であるため、合併による株式その他の金銭等の割当てはありませ

ん。

③結合当事企業の直前事業年度の財政状態及び経営成績（2023年３月期）

資産　　　 　208百万円

負債　　　　 38百万円

純資産　　　 170百万円

売上高　　　 327百万円

当期純損失　　 1百万円

 

２．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　2019年１月16日）に基づき、共通支配下

の取引として処理しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり純資産額及び算定上の基礎並びに１株当たり当期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであ

ります。

 

項目
前連結会計年度

（2023年３月31日）
当連結会計年度

（2024年３月31日）

(1) １株当たり純資産額 1,017.41円 995.3円

　(算定上の基礎)   

連結貸借対照表の純資産の部の合計額 15,573百万円 15,245百万円

普通株式に係る純資産額 15,573百万円 15,245百万円

差額の主な内訳   

　非支配株主持分 ―百万円 ―百万円

普通株式の発行済株式数 15,521千株 15,521千株

普通株式の自己株式数 213千株 203千株

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通
株式の数

15,307千株 15,317千株
 

 

項目
前連結会計年度

(自　2022年４月１日
至　2023年３月31日)

当連結会計年度
(自　2023年４月１日
至　2024年３月31日)

(2) １株当たり当期純利益金額 85.68円 4.90円

　(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する当期純利益金額 1,325百万円 75百万円

普通株主に帰属しない金額 ―百万円 ―百万円

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純
利益金額

1,325百万円 75百万円

普通株式の期中平均株式数 15,473千株 15,314千株
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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⑤【連結附属明細表】

【社債明細表】

　

会社名 銘柄 発行年月日
当期首残高
(百万円)

当期末残高
(百万円)

利率
(％)

担保 償還期限

佐田建設㈱ 第７回無担保社債
2020年
２月26日

60
30
(30)

0.22 無担保社債
2025年
２月26日

〃 第８回無担保社債
2021年
８月25日

500
500
(500)

0.20 無担保社債
2024年
８月23日

〃 第９回無担保社債
2023年
３月27日

200 200 0.62 無担保社債
2026年
３月25日

合計 ― ― 760
730
(530)

― ― ―
 

(注) １．「当期末残高」欄の(内書)は、１年内償還予定の金額であります。

２．連結決算日後５年内における１年ごとの償還予定額の総額

１年以内
(百万円)

１年超２年以内
(百万円)

２年超３年以内
(百万円)

３年超４年以内
(百万円)

４年超５年以内
(百万円)

530 200 ― ― ―
 

 

【借入金等明細表】

 

区分
当期首残高
(百万円)

当期末残高
(百万円)

平均利率
(％)

返済期限

短期借入金 200 200 1.183 ―

１年以内に返済予定の長期借入金 50 82 0.962 ―

１年以内に返済予定のリース債務 22 18 ― ―

長期借入金(１年以内に返済予定の
ものを除く)

260 278 0.791
2026年３月27日
 　　　 ～
2028年３月31日

リース債務（一年以内に返済予定の
ものを除く。）

30 43 ―
2025年４月25日
 　　　 ～
2029年３月18日

合計 562 621 ― ―
 

(注)１　「平均利率」については、借入金等の期末残高に対する加重平均利率を記載しております。

２　リース債務の平均利率については、リース料総額に含まれる利息相当額を控除する前の金額でリース債務を

連結貸借対照表に計上しているため、記載しておりません。

３　長期借入金及びリース債務(１年以内に返済予定のものを除く)の連結決算日後５年内における１年ごとの返

済予定額の総額

区分
１年超２年以内

(百万円)
２年超３年以内

(百万円)
３年超４年以内

(百万円)
４年超５年以内

(百万円)

長期借入金 172 76 30 ―

リース債務 17 12 6 4
 

 

【資産除去債務明細表】

該当事項はありません。
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(2) 【その他】

当連結会計年度における四半期情報等

 

 

第１四半期
連結累計期間

(自2023年４月１日
至2023年６月30日)

第２四半期
連結累計期間

(自2023年４月１日
至2023年９月30日)

第３四半期
連結累計期間

(自2023年４月１日
至2023年12月31日)

第75期
連結会計年度

(自2023年４月１日
至2024年３月31日)

売上高 (百万円) 4,574 10,921 18,044 26,083

税金等調整前四半期（当期）純利益金
額又は税金等調整前四半期純損失金額
（△）

(百万円) △1 △131 96 183

親会社株主に帰属する四半期（当期）
純利益金額又は親会社株主に帰属する
四半期純損失金額（△）

(百万円) △21 △121 17 75

１株当たり四半期（当期）純利益金額
又は１株当たり四半期純損失金額
（△）

(円) △1.40 △7.96 1.16 4.90

 

 

 

第１四半期
連結会計期間

(自2023年４月１日
至2023年６月30日)

第２四半期
連結会計期間

(自2023年７月１日
至2023年９月30日)

第３四半期
連結会計期間

(自2023年10月１日
至2023年12月31日)

第４四半期
連結会計期間

(自2024年１月１日
至2024年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額又は1株
当たり四半期純損失金額（△）

(円) △1.40 △6.56 9.11 3.74
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２ 【財務諸表等】

(1) 【財務諸表】

①【貸借対照表】

           (単位：百万円)

          前事業年度
(2023年３月31日)

当事業年度
(2024年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 9,851 10,742

  受取手形 38 76

  完成工事未収入金 8,120 4,821

  売掛金 129 126

  未成工事支出金 15 11

  材料貯蔵品 16 74

  前払費用 27 35

  未収入金 ※1  203 ※1  653

  未収還付法人税等 - 286

  未収消費税等 - 170

  その他 19 30

  流動資産合計 18,422 17,029

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 3,621 3,630

    減価償却累計額 △2,764 △2,826

    建物（純額） ※2  857 ※2  804

   構築物 179 180

    減価償却累計額 △146 △151

    構築物（純額） 32 29

   機械装置及び運搬具 496 556

    減価償却累計額 △258 △347

    機械装置及び運搬具（純額） 237 209

   工具、器具及び備品 178 602

    減価償却累計額 △136 △556

    工具、器具及び備品（純額） 42 46

   土地 ※3  2,539 ※3  2,539

   その他 33 45

    減価償却累計額 △17 △25

    その他（純額） 15 20

   有形固定資産合計 3,725 3,649

  無形固定資産   

   ソフトウエア 25 28

   電話加入権 29 29

   その他 155 142

   無形固定資産合計 210 200

  投資その他の資産   

   投資有価証券 428 414

   関係会社株式 657 467

   長期貸付金 20 -

   長期前払費用 4 1

   繰延税金資産 305 262

   その他 38 38

   投資その他の資産合計 1,453 1,183

  固定資産合計 5,389 5,033

 資産合計 23,811 22,062
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           (単位：百万円)

          前事業年度
(2023年３月31日)

当事業年度
(2024年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形 2,350 -

  工事未払金 ※4  3,141 ※4  3,214

  買掛金 122 95

  短期借入金 250 282

  1年内償還予定の社債 30 530

  未払金 72 94

  未払費用 79 65

  未払法人税等 589 -

  未成工事受入金 919 2,505

  未払消費税等 251 -

  預り金 7 25

  完成工事補償引当金 65 62

  賞与引当金 514 291

  役員賞与引当金 19 12

  工事損失引当金 213 403

  その他 301 609

  流動負債合計 8,930 8,192

 固定負債   

  社債 730 200

  長期借入金 260 278

  長期未払金 3 4

  再評価に係る繰延税金負債 391 391

  その他 12 14

  固定負債合計 1,398 888

 負債合計 10,328 9,081

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,886 1,886

  資本剰余金   

   資本準備金 1,940 1,940

   その他資本剰余金 65 65

   資本剰余金合計 2,006 2,006

  利益剰余金   

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 8,843 8,347

   利益剰余金合計 8,843 8,347

  自己株式 △100 △95

  株主資本合計 12,634 12,143

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 △3 △13

  土地再評価差額金 851 851

  評価・換算差額等合計 847 837

 純資産合計 13,482 12,981

負債純資産合計 23,811 22,062
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②【損益計算書】

           (単位：百万円)

          前事業年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

当事業年度
(自 2023年４月１日
　至 2024年３月31日)

売上高   

 完成工事高 ※1  24,832 ※1  18,402

 兼業事業売上高 458 614

 売上高合計 25,290 19,017

売上原価   

 完成工事原価 ※2  22,084 ※2  17,432

 兼業事業売上原価 421 552

 売上原価合計 22,505 17,985

売上総利益   

 完成工事総利益 2,747 969

 兼業事業総利益 37 61

 売上総利益合計 2,784 1,031

販売費及び一般管理費   

 役員報酬 44 65

 役員賞与引当金繰入額 19 12

 株式報酬費用 1 3

 従業員給料手当 452 406

 賞与引当金繰入額 141 85

 退職給付費用 13 15

 法定福利費 98 80

 福利厚生費 29 32

 修繕維持費 11 12

 事務用品費 24 26

 通信交通費 36 74

 動力用水光熱費 44 37

 広告宣伝費 3 5

 交際費 4 6

 寄付金 0 3

 地代家賃 42 39

 減価償却費 79 88

 租税公課 101 73

 雑費 135 130

 販売費及び一般管理費合計 1,285 1,201

営業利益又は営業損失（△） 1,499 △169

営業外収益   

 受取利息 2 1

 受取配当金 90 79

 不動産賃貸料 18 13

 雑収入 17 8

 営業外収益合計 128 102

営業外費用   

 支払利息 5 6

 社債発行費 7 -

 損害賠償金 3 -

 雑損失 0 1

 営業外費用合計 16 8

経常利益又は経常損失（△） 1,611 △75
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           (単位：百万円)

          前事業年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

当事業年度
(自 2023年４月１日
　至 2024年３月31日)

特別利益   

 固定資産売却益 ※3  0 -

 投資有価証券償還益 14 -

 特別利益合計 15 -

特別損失   

 固定資産売却損 ※4  0 -

 投資有価証券評価損 - 29

 抱合せ株式消滅差損 - 19

 特別損失合計 0 49

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） 1,626 △124

法人税、住民税及び事業税 597 △75

法人税等調整額 △197 48

法人税等合計 399 △27

当期純利益又は当期純損失（△） 1,226 △97
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【完成工事原価報告書】

  
前事業年度

(自　2022年４月１日
至　2023年３月31日)

当事業年度
(自　2023年４月１日
至　2024年３月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

材料費  1,931 8.7 1,144 6.6

労務費  8 0.0 3 0.0

(うち労務外注費)  (―) (―） (―) (―）

外注費  16,607 75.2 13,289 76.2

経費  3,537 16.0 2,995 17.2

(うち人件費)  (1,742) (7.9) (1,602) (9.2)

計  22,084 100.0 17,432 100.0

      
 

(注)　原価計算の方法は、個別原価計算であります。

 

【兼業事業売上原価報告書】

  
前事業年度

(自　2022年４月１日
至　2023年３月31日)

当事業年度
(自　2023年４月１日
至　2024年３月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

材料費  204 48.4 254 46.0

労務費  30 7.3 37 6.7

(うち労務外注費)  (―) (―) (―) (―)

外注費  ― ― ― ―

経費  186 44.2 261 47.3

(うち人件費)  (13) (3.1) (11) (2.1)

計  421 100.0 552 100.0

      
 

(注)　原価計算の方法は、個別原価計算であります。
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③【株主資本等変動計算書】

 前事業年度(自 2022年４月１日　至 2023年３月31日)

 (単位：百万円)

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計
その他利益剰余金

利益剰余金合計
繰越利益剰余金

当期首残高 1,886 1,940 65 2,006 7,702 7,702

当期変動額       

剰余金の配当     △201 △201

当期純利益     1,226 1,226

自己株式の取得       

譲渡制限付株式報酬   0 0   

土地再評価差額金の

取崩
    116 116

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

      

当期変動額合計 ― ― 0 0 1,140 1,140

当期末残高 1,886 1,940 65 2,006 8,843 8,843
 

 

 

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金
土地再評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △2 11,592 3 967 971 12,563

当期変動額       

剰余金の配当  △201    △201

当期純利益  1,226    1,226

自己株式の取得 △99 △99    △99

譲渡制限付株式報酬 1 1    1

土地再評価差額金の

取崩
 116    116

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

  △6 △116 △123 △123

当期変動額合計 △98 1,042 △6 △116 △123 919

当期末残高 △100 12,634 △3 851 847 13,482
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 当事業年度(自 2023年４月１日　至 2024年３月31日)

 (単位：百万円)

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計
その他利益剰余金

利益剰余金合計
繰越利益剰余金

当期首残高 1,886 1,940 65 2,006 8,843 8,843

当期変動額       

剰余金の配当     △397 △397

当期純損失（△）     △97 △97

自己株式の取得       

譲渡制限付株式報酬   △0 △0   

土地再評価差額金の

取崩
      

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

      

当期変動額合計 ― ― △0 △0 △495 △495

当期末残高 1,886 1,940 65 2,006 8,347 8,347
 

 

 

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金
土地再評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △100 12,634 △3 851 847 13,482

当期変動額       

剰余金の配当  △397    △397

当期純損失（△）  △97    △97

自己株式の取得 △0 △0    △0

譲渡制限付株式報酬 4 4    4

土地再評価差額金の

取崩
     ―

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

  △10  △10 △10

当期変動額合計 4 △491 △10 ― △10 △501

当期末残高 △95 12,143 △13 851 837 12,981
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【注記事項】

(重要な会計方針)

１　有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式

移動平均法による原価法

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

なお、組込デリバティブを区分して測定することができない複合金融商品は、全体を時価評価しております。

市場価格のない株式等　

移動平均法による原価法

 

２　棚卸資産の評価基準及び評価方法

通常の販売目的で保有する棚卸資産の評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっておりま

す。

未成工事支出金

個別法による原価法

材料貯蔵品

最終仕入原価法

 

３　固定資産の減価償却の方法

有形固定資産（リース資産を除く）

定率法によっております。

ただし、建物(建物附属設備を除く)並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定

額法によっております。なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっ

ております。

無形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっております。

なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。また、自社利用のソフト

ウエアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法によっております。

リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっております。

少額減価償却資産

取得価額が10万円以上20万円未満の資産については、各事業年度毎に一括して３年間で均等償却を行っておりま

す。

長期前払費用

定額法によっております。

なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。
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４　引当金の計上基準

貸倒引当金

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につい

ては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

完成工事補償引当金

完成工事に係る契約不適合補修等の費用に備えるため、過去の完成工事補償実績に基づいた将来の補償見込額を

計上しております。

賞与引当金

従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額のうち、当期に帰属する額を計上しております。

役員賞与引当金

役員の賞与支給に備えるため、支給見込額のうち、当期に帰属する額を計上しております。

工事損失引当金

受注工事の損失発生に備えるため、当事業年度末における手持ち受注工事のうち、翌期以降に損失の発生が見込

まれ、かつ金額を合理的に見積もることのできる工事について、損失見積額を計上しております。

債務保証損失引当金

債務保証の履行による損失に備えるため、債務保証先の財政状態及び損益状況を勘案して、損失負担見込額を計

上しております。

 

５　収益及び費用の計上基準

当社は建設事業（土木関連・建築関連）を主な内容とした事業活動を展開しております。

顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び収益を認識する通常の時点は

以下のとおりであります。

一定の期間にわたり充足される履行義務は、期間がごく短い工事を除き、履行義務の充足に係る進捗度を見積

り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識し、一時点で充足される履行義務は、工事完了時に収益を

認識することとしております。なお、履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、見積総原価に対する発生原

価の割合(インプット法)で算出しております。

 
６　その他

繰延資産の処理方法

社債発行費は支出時に全額費用として処理しております。

建設工事の共同企業体（JV）に係る会計処理

主として構成員の出資割合に応じて資産、負債、収益及び費用を認識する方法によっております。
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(重要な会計上の見積り)

1.一定の期間にわたり収益を認識した完成工事高

(1) 当事業年度の財務諸表に計上した金額

  （百万円）

 前事業年度 当事業年度

完成工事高 17,450 12,828
 

 
(2) 会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報

連結財務諸表「注記事項（重要な会計上の見積り）1.一定の期間にわたり収益を認識した完成工事高」に記載し

た内容と同一であります。

 

2.繰延税金資産

(1) 当事業年度の財務諸表に計上した金額

  （百万円）

 前事業年度 当事業年度

繰延税金資産 305 262
 

 
(2) 会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報

連結財務諸表「注記事項（重要な会計上の見積り）2.繰延税金資産」に記載した内容と同一であります。

 
(貸借対照表関係)

１　※１、※４のうち、関係会社に対するものは次のとおりであります。

 
前事業年度

(2023年３月31日)
当事業年度

(2024年３月31日)

※１未収入金 52百万円 116百万円

※４工事未払金 437 〃 72 〃
 

 

２　下記の資産を担保に供しております。

なお、前事業年度に対応する債務は、短期借入金50百万円、当事業年度に対応する債務は、短期借入金50百万円で

あります。

 
前事業年度

(2023年３月31日)
当事業年度

(2024年３月31日)

※２建物 674百万円 630百万円

※３土地 2,413 〃 2,413 〃

計 3,088百万円 3,043百万円
 

 

(損益計算書関係)

１　※１、※２のうち、関係会社に対するものは次のとおりであります。

 
前事業年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

※１完成工事高 482百万円 2,024百万円

※２完成工事原価 1,198 〃 609 〃
 

 

２　※３固定資産売却益の内訳は次のとおりであります。

 
前事業年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

土地 0百万円 ―百万円

計 0 〃 ― 〃
 

 

３　※４固定資産売却損の内訳は次のとおりであります。
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前事業年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

土地 0百万円 ―百万円

計 0 〃 ― 〃
 

 
(有価証券関係)

前事業年度(2023年３月31日現在)

子会社株式及び関連会社株式

子会社株式及び関連会社株式については、市場価格のない株式等であります。

(単位：百万円)

区分 貸借対照表計上額

子会社株式 657

計 657
 

 

当事業年度(2024年３月31日現在)

子会社株式及び関連会社株式

子会社株式及び関連会社株式については、市場価格のない株式等であります。

(単位：百万円)

区分 貸借対照表計上額

子会社株式 467

計 467
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(税効果会計関係)

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 

 
前事業年度

(2023年３月31日)
当事業年度

(2024年３月31日)

繰延税金資産   

投資有価証券評価損 16百万円 25百万円

賞与引当金 159　〃 88　〃

その他 163　〃 163　〃

繰延税金資産小計 338百万円 277百万円

将来減算一時差異等の合計に係
る評価性引当額

△33 〃 △21 〃

評価性引当額小計 △33　〃 △21　〃

繰延税金資産合計 305百万円 256百万円

繰延税金負債   

その他有価証券評価差額金 ―百万円 △5百万円

繰延税金負債合計 ―百万円 △5百万円

繰延税金資産の純額 305百万円 262百万円
 

 

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別の内訳

 

 
前事業年度

(2023年３月31日)
当事業年度

(2024年３月31日)

法定実効税率 30.5 ％ ― 

(調整)   

永久に損金に算入されない項目 0.1　〃 ―　

永久に益金に算入されない項目 △1.7　〃 ―　

住民税均等割等 0.7　〃 ―　

評価性引当額等 △5.0　〃 ―　

税効果会計適用後の法人税等の
負担率

24.6 ％ ― 
 

(注)当事業年度において、税引前当期純損失を計上しているため、注記を省略しております。

 

３　法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理

当社は、グループ通算制度を適用しております。また、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示

に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日）に従って、法人税及び地方法人税の会計処理又はこれ

らに関する税効果会計の会計処理並びに開示を行っております。

 
(企業結合等関係)

連結財務諸表「注記事項(企業結合等関係)」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

 

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、連結財務諸表「注記事項（収益認識関係）」

に同一の内容を記載しているので、注記を省略しております。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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④【附属明細表】

【有価証券明細表】

【株式】

 

銘柄 株式数(株) 貸借対照表計上額(百万円)

(投資有価証券)
その他有価証券

  

首都圏新都市鉄道㈱ 2,000 100

㈱上毛新聞社 5,000 45

㈱ワークマン 11,000 44

㈱群馬ロイヤルホテル 57,500 27

めぶくグラウンド㈱ 200 10

中部国際空港㈱ 160 8

第一生命ホールディングス㈱ 2,000 7

群馬テレビ㈱ 13,800 6

㈱エフエム群馬 60 3

東日本建設業保証㈱ 3,397 1

その他（7銘柄） 9,416 2

計 104,533 256
 

　

【債券】
 

銘柄 券面総額(百万円)
貸借対照表計上額

(百万円)

投資有価証券 その他有価証券 群馬銀行㈱第６回劣後債 100 98

投資有価証券 その他有価証券
群馬県公募公債（10年・グ
リーンボンド）第１回

30 29

投資有価証券 その他有価証券
モルガン・スタンレー
20270909円建コーラブル債

20 19

投資有価証券 その他有価証券
モルガン・スタンレー
20280613円建コーラブル債

10 9

計 160 157
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【有形固定資産等明細表】

 

資産の種類
当期首残高
(百万円)

当期増加額
(百万円)

当期減少額
(百万円)

当期末残高
(百万円)

当期末減価
償却累計額
又は償却累
計額(百万円)

当期償却額
(百万円)

差引当期末
残高

(百万円)

有形固定資産        

　建物 3,621 10 1 3,630 2,826 60 804

　構築物 179 1 ― 180 151 4 29

　機械装置及び運搬具 496 59 ― 556 347 28 209

　工具、器具及び備品 178 424 0 602 556 4 46

　土地
2,539
(1,242)

― ―
2,539
(1,242)

― ― 2,539

　その他 33 12 ― 45 25 7 20

有形固定資産計
7,049
(1,242)

508 2
7,555
(1,242)

3,906 106 3,649

無形固定資産        

　ソフトウェア 37 10 3 45 17 7 28

　電話加入権 29 0 ― 29 ― ― 29

　その他 173 0 ― 173 31 13 142

無形固定資産計 240 11 3 249 48 21 200
 

（注）1.有形固定資産の「当期首残高」及び「当期末残高」の(　)内は内書きで、土地の再評価に関する法律

(平成10年３月31日公布法律第34条)に基づいて、事業用の土地の再評価を行った際の計上額であります。

　　　2.有形固定資産 機械装置及び運搬具、工具、器具及び備品増加の主な要因は、株式会社前橋機材センター合併

によるものであります。

 
【引当金明細表】

 

区分
当期首残高
(百万円)

当期増加額
(百万円)

当期減少額
(目的使用)
(百万円)

当期減少額
(その他)
(百万円)

当期末残高
(百万円)

完成工事補償引当金 65 8 2 ※1 　　　　 8 62

賞与引当金 514 291 514 ― 291

役員賞与引当金 19 12 19 ― 12

工事損失引当金 213 288 99 ― 403
 

（注）※１　完成工事補償引当金の「当期減少額（その他）」は、洗替による戻入額であります。

 
(2) 【主な資産及び負債の内容】

連結財務諸表を作成しているため、記載を省略しております。

 

(3) 【その他】

該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の株式事務の概要】

 

事業年度 ４月１日から３月31日まで

定時株主総会 ６月中

基準日 ３月31日

剰余金の配当の基準日 ３月31日

１単元の株式数 100株

単元未満株式の買取り  

　　取扱場所
（特別口座）
東京都千代田区丸の内一丁目４番１号  三井住友信託銀行株式会社 　証券代行部

　　株主名簿管理人
（特別口座）
東京都千代田区丸の内一丁目４番１号  三井住友信託銀行株式会社

　　取次所 ―

　　買取手数料 株式の売買の委託に係る手数料相当額として別途定める金額

公告掲載方法

当社の公告方法は、電子公告とします。ただし、事故その他やむを得ない事由によっ
て電子公告による公告をすることができない場合は、東京都において発行する日本経
済新聞に掲載して行います。
なお、電子公告は当社のホームページに掲載しており、そのアドレスは次のとおりで
す。
https://www.sata.co.jp

株主に対する特典 なし
 

(注)　当社の株主は、その有する単元未満株式について、次に掲げる権利以外の権利を行使することができません。

会社法第189条第２項各号に掲げる権利

会社法第166条第１項の規定による請求をする権利

株主の有する株式数に応じて募集株式の割当て及び募集新株予約権の割当てを受ける権利

 

 

EDINET提出書類

佐田建設株式会社(E00121)

有価証券報告書

87/97



第７ 【提出会社の参考情報】

 

１ 【提出会社の親会社等の情報】

当社には、金融商品取引法第24条の７第１項に規定する親会社等はありません。

 

２ 【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から本有価証券報告書提出日までの間において、関東財務局長に提出した金融商品取引法第25条

第１項各号に掲げる書類は、次のとおりであります。

 

１　有価証券報告書及びその添付書類、有価証券報告書の確認書

　　事業年度　第74期(自　2022年４月１日　至　2023年３月31日)　2023年６月28日に関東財務局長に提出。

 

２　内部統制報告書

　　事業年度　第74期(自　2022年４月１日　至　2023年３月31日)　2023年６月28日に関東財務局長に提出。

 

３　四半期報告書、四半期報告書の確認書

第75期第１四半期(自　2023年４月１日　至　2023年６月30日)　2023年８月９日関東財務局長に提出。

第75期第２四半期(自　2023年７月１日　至　2023年９月30日)　2023年11月８日関東財務局長に提出。

第75期第３四半期(自　2023年10月１日　至　2023年12月31日)　2024年２月８日関東財務局長に提出。

 
４　臨時報告書

2023年６月28日関東財務局長に提出

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２（株主総会における議決権行使の結果）の規定に基づ

く臨時報告書
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書
 

 

 

2024年６月27日

佐田建設株式会社

取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人
 

東京事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 川　　口　　宗　　夫  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 奥   見   正   浩  

 

 

＜連結財務諸表監査＞

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる佐田建設株式会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわち、連結貸借

対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書、連結財

務諸表作成のための基本となる重要な事項、その他の注記及び連結附属明細表について監査を行った。

当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、佐

田建設株式会社及び連結子会社の2024年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経営成績

及びキャッシュ・フローの状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準におけ

る当監査法人の責任は、「連結財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国におけ

る職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責

任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 
監査上の主要な検討事項

監査上の主要な検討事項とは、当連結会計年度の連結財務諸表の監査において、監査人が職業的専門家として特に重

要であると判断した事項である。監査上の主要な検討事項は、連結財務諸表全体に対する監査の実施過程及び監査意見

の形成において対応した事項であり、当監査法人は、当該事項に対して個別に意見を表明するものではない。
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一定の期間にわたり収益を認識した完成工事高

監査上の主要な検討事項の
内容及び決定理由

監査上の対応

佐田建設グループは、建設事業及び建設事業に附帯す
る事業を営んでいる。（連結財務諸表作成のための基本
となる重要な事項）４会計方針に関する事項（５）収益
及び費用の計上基準に記載のとおり、一定の期間にわた
り充足される履行義務は、期間がごく短い工事を除き、
履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基
づき収益を一定の期間にわたり認識し、一時点で充足さ
れる履行義務は、工事完了時に収益を認識することとし
ている。
（重要な会計上の見積り）１．一定の期間にわたり収

益を認識した完成工事高に記載のとおり、当連結会計年
度の完成工事高25,499百万円のうち、一定の期間にわた
り履行義務を充足し収益を計上する方法により計上した
完成工事高は、15,456百万円と60.6％を占めている。一
定の期間にわたり認識される収益は、履行義務の充足に
係る進捗度に基づき測定され、当該進捗度は工事の総原
価見積額に対する連結会計年度末までの発生原価の割合
に基づき算定される。
実行予算は、基本的な仕様や作業内容が契約ごとに異

なることから個別性が強く、工事原価総額の見積りは、
取引先から提示される見積書等の客観的な数値によるも
のに限らず、各工種の施工条件や資機材価格等について
の仮定に基づき、工事に対する専門的な知識と施工経験
を有する作業所長の主観的な判断を含めた要素を加えて
行われる。また、工事は一般に長期にわたることから、
工事の施工開始後の工事契約の変更、気象条件による施
工の遅延、作業効率の変動等が生じた場合には実行予算
を見直す必要が生じるが、実行予算の変更を予測するこ
とは困難であり、見積りの不確実性が高い。
以上から、当監査法人は工事収益及び履行義務の充足

に係る進捗度の計算にあたり、工事進捗度の測定の前提
となる工事原価総額の見積りが、当連結会計年度の連結
財務諸表監査において特に重要であり、監査上の主要な
検討事項に該当すると判断した。

　当監査法人は、工事収益及び履行義務の充足に係る進
捗度の計算における工事原価総額の見積りの妥当性を検
討するにあたり、主として以下の監査手続を実施した。
（１）内部統制の評価
　工事原価総額の見積りに関する会社の以下の内部統制
の整備・運用状況を評価した。
・工事原価総額の見積りの基礎となる実行予算書が作業
所長により作成され、必要な承認により信頼性を確保
するための統制

・工事原価総額の各要素について、適切な単価、及び数
量を用いた詳細な積み上げ計算を基に算出しているこ
と、施工期間を通じて必要となる経費を適切に算出し
ていることを確保するための統制

・工事の損益及び進捗度について、作業所長が、実際の
原価の発生状況、工事の進捗状況、その他施工環境の
変化を把握したうえで、施工開始後の状況の変化に対
して、実行予算の見直しにより変更予算を作成し、工
事部門責任者がモニタリングすることで適時・適切に
工事原価総額の見積りの改訂が行われることを確保す
るための統制

（２）工事原価総額の見積りの妥当性の評価
　工事契約ごとに策定した実行予算又は変更予算に基づ
く工事原価総額の見積りにかかる重要な仮定を評価する
ため、工事請負金額、工事損益及び工事の施工環境の変
化の有無等を勘案して、工事原価総額の見積りの不確実
性が財務報告に与える影響に重要性がある工事を識別
し、以下の監査手続を実施した。
・工事原価総額の見積りについて、その計算の基礎とな
る実行予算書と照合し、見積原価が請負契約の工事目
的物に照らして整合しているか、工種ごとに積上げに
より計算されているか検討を実施した上で、明細につ
き見積書等の証憑との照合を行い、費用の発生期間が
契約工期や工程表等の情報と整合しているか検討し
た。

・当初の工事原価総額について、既発生原価と今後発生
予定の工事原価の合算値と比較し、当該変動が一定の
基準以上のものについては、工事原価管理部署の責任
者へ、工事報告書及び工程表を基に工事変更内容や変
更工期について質問し、その変動内容が工事の実態を
反映されたものであるかどうか検討した。

・四半期毎の利益率等の指標の推移を分析し、一定程度
以上の変動がある場合にその要因を質問し、変動の要
因となった事象が重要な仮定に及ぼす影響、及び当連
結会計年度末時点の最新の変更予算における反映状況
を検討した。

・工事現場の視察又は作業所長に対する工事の施工状況
の聴取を行い、実際の施工状況が工程表、及び工事進
捗率と整合しているかを検討した。また、実行予算の
見直しの要否、及び見直しが必要と判断される場合に
はその内容について作業所長に質問した。

・変更予算の工事原価総額の内訳明細から抽出した内容
につき、見積書等の証憑との整合、及び契約工期や要
員計画等の情報との整合性について検討した。

・工事原価総額の当初見積額とその確定額又は再見積額
を比較し、差異内容についての検討を実施して、工事
原価総額の見積りプロセスの評価を行った。
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その他の記載内容

その他の記載内容は、有価証券報告書に含まれる情報のうち、連結財務諸表及び財務諸表並びにこれらの監査報告書

以外の情報である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責

任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の連結財務諸表に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の

記載内容に対して意見を表明するものではない。

連結財務諸表監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内

容と連結財務諸表又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そ

のような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告

することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

 
連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結財務諸表を作成し適正

に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結財務諸表を作成し適正に表示するた

めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結財務諸表を作成することが適切であるか

どうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示

する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

連結財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表

示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明

することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結財務諸表の利

用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家と

しての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続

を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切

な監査証拠を入手する。

・　連結財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評

価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及

び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基

づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか

結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結財務諸表の注記

事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、連結財務諸

表に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証

拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠している

かどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに連結財務諸表が基礎とな

る取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結財務諸表に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を

入手する。監査人は、連結財務諸表の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

意見に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制

の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
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監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

監査人は、監査役及び監査役会と協議した事項のうち、当連結会計年度の連結財務諸表の監査で特に重要であると判

断した事項を監査上の主要な検討事項と決定し、監査報告書において記載する。ただし、法令等により当該事項の公表

が禁止されている場合や、極めて限定的ではあるが、監査報告書において報告することにより生じる不利益が公共の利

益を上回ると合理的に見込まれるため、監査人が報告すべきでないと判断した場合は、当該事項を記載しない。

 
＜内部統制監査＞

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、佐田建設株式会社の2024年３

月31日現在の内部統制報告書について監査を行った。

当監査法人は、佐田建設株式会社が2024年３月31日現在の財務報告に係る内部統制は有効であると表示した上記の内

部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に準拠して、財務

報告に係る内部統制の評価結果について、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に準拠して内部統

制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準における当監査法人の責任は、「内部統制監査における監査人

の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から

独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。 当監査法人は、意見表明の基礎となる十

分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 
内部統制報告書に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、財務報告に係る内部統制を整備及び運用し、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告

に係る内部統制の評価の基準に準拠して内部統制報告書を作成し適正に表示することにある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告に係る内部統制の整備及び運用状況を監視、検証することにある。

なお、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性があ

る。

 

内部統制監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した内部統制監査に基づいて、内部統制報告書に重要な虚偽表示がないかどうかにつ

いて合理的な保証を得て、内部統制監査報告書において独立の立場から内部統制報告書に対する意見を表明することに

ある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に従って、監査の過程

を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果について監査証拠を入手するための監査手続を実施す

る。内部統制監査の監査手続は、監査人の判断により、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性に基づいて選択及び

適用される。

・　財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評価結果について経営者が行った記載を含め、全体としての内

部統制報告書の表示を検討する。

・　内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果に関する十分かつ適切な監査証拠を入手する。監査人

は、内部統制報告書の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責

任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した内部統制監査の範囲とその実施時期、内部統制監査の実施結果、

識別した内部統制の開示すべき重要な不備、その是正結果、及び内部統制の監査の基準で求められているその他の事項

について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じて

いる場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報
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告を行う。

 

＜報酬関連情報＞

当監査法人及び当監査法人と同一のネットワークに属する者に対する、会社及び子会社の監査証明業務に基づく報酬

及び非監査業務に基づく報酬の額は、「提出会社の状況」に含まれるコーポレート・ガバナンスの状況等 (3)【監査の

状況】に記載されている。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上
　

 

(※) １ 上記の監査報告書の原本は当社(有価証券報告書提出会社)が別途保管しております。

２ XBRLデータは監査の対象には含まれていません。
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独立監査人の監査報告書
 

 

 

2024年６月27日

佐田建設株式会社

取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人
 

東京事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 川　　口　　宗　　夫  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 奥   見   正   浩  

 

 

＜財務諸表監査＞

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる佐田建設株式会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの第75期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照

表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表について監査を行った。

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、佐田建

設株式会社の2024年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績を、全ての重要な点におい

て適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準におけ

る当監査法人の責任は、「財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職

業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査上の主要な検討事項

監査上の主要な検討事項とは、当事業年度の財務諸表の監査において、監査人が職業的専門家として特に重要である

と判断した事項である。監査上の主要な検討事項は、財務諸表全体に対する監査の実施過程及び監査意見の形成におい

て対応した事項であり、当監査法人は、当該事項に対して個別に意見を表明するものではない。

 
一定の期間にわたり収益を認識した完成工事高

会社は、当事業年度の財務諸表上、一定の期間にわたり履行義務を充足し収益を計上する方法により計上した完

成工事高を12,828百万円計上している。関連する開示は、(重要な会計方針)５収益及び費用の計上基準及び（重要

な会計上の見積り）に含まれている。

当該事項について、監査人が監査上の主要な検討事項と決定した理由及び監査上の対応は、連結財務諸表の監査

報告書に記載されている監査上の主要な検討事項と同一内容であるため、記載を省略している。
 

 
その他の記載内容

その他の記載内容は、有価証券報告書に含まれる情報のうち、連結財務諸表及び財務諸表並びにこれらの監査報告書

以外の情報である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責

任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の財務諸表に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載

内容に対して意見を表明するものではない。

財務諸表監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と

財務諸表又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような

重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
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当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告

することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

 
財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表

示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営

者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき財務諸表を作成することが適切であるかどうかを

評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要

がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表示が

ないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から財務諸表に対する意見を表明すること

にある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、財務諸表の利用者の意思決

定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家と

しての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続

を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切

な監査証拠を入手する。

・　財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の

実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及

び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ

き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結

論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において財務諸表の注記事項に

注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する財務諸表の注記事項が適切でない場合は、財務諸表に対して除外

事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいてい

るが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかど

うかとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、構成及び内容、並びに財務諸表が基礎となる取引や会計

事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制

の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じて

いる場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報

告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会と協議した事項のうち、当事業年度の財務諸表の監査で特に重要であると判断した事

項を監査上の主要な検討事項と決定し、監査報告書において記載する。ただし、法令等により当該事項の公表が禁止さ

れている場合や、極めて限定的ではあるが、監査報告書において報告することにより生じる不利益が公共の利益を上回

ると合理的に見込まれるため、監査人が報告すべきでないと判断した場合は、当該事項を記載しない。

 
＜報酬関連情報＞

報酬関連情報は、連結財務諸表の監査報告書に記載されている。
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利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上
　

 

(※) １ 上記の監査報告書の原本は当社(有価証券報告書提出会社)が別途保管しております。

２ XBRLデータは監査の対象には含まれていません。
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